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５
月
の
広
報

　父が建築関係の仕事をしているので、僕も設計
士や建築士を目指しています。仕事をしている父
はかっこいいです。また、６年生として低学年を
リードすることと部活のサッカーを頑張ります。

仲島　誠
せ い

真
ま

さん
中富小学校６年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問情報システム広報課　☎ (43)1118

今月の表紙
第40回全国高等学校選抜自転車競技大会

　３月26日、この時期恒例となった全国高等学校
選抜自転車競技大会が菊鹿町で開催。春の日差しの
中、全国各地から選抜された選手200人以上が自
慢の脚力を競いました。目の前を猛スピードで駆け
抜ける選手に、沿道のお客さんも大興奮。熱い声援
を送り、大会を盛り上げていました。

登り坂も猛スピードで駆け抜けます
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校
歌
　
〜
未あ

来す

へ
〜

作
詞
・
作
曲
　
野
中
米
里

暁あ
か
つ
きの

空
　
光
る
雲

恵
み
の
大
地
踏
み
し
め
て

集
う
沃よ

く

野や

の
学

ま
な
び

舎や

に

絆き
ず
な

を
結
ぶ
　
心
の
リ
ボ
ン

こ
こ
に
繫つ

な

ぎ
あ
う
み
ん
な
の

手
の
温
も
り
が
明
日
へ
の
道み

ち

標
し
る
べ

あ
あ
　
め
の
だ
け

風
そ
よ
ぐ
　
緑
の
森

命
の
息い

吹ぶ
き

こ
だ
ま
し
て

美う
ま

し
世
の
愛
と
勇
気
を

讃た
た

え
て
歌
う
　
ふ
る
さ
と
の
歌

こ
こ
に
響
き
あ
う
歌
声

そ
の
高
ま
り
は
明
日
へ
の
希
望

あ
あ
　
め
の
だ
け

悠は
る

か
な
り
　
菊
池
の
流
れ

果
て
な
い
海
に
夢
を
描
い
て

い
に
し
え
の
知
恵
と
力
を

温た
ず

ね
て
拓ひ

ら

く
　
人
の
幸さ

福ち

こ
こ
に
学
び
あ
う
喜
び

瞳ひ
と
み

の
輝
き
は
未あ

来す

へ
の
力

あ
あ
　
め
の
だ
け

こ
こ
に
学
び
　
共
に
生
き
る

志
高
く
　
永
遠
に
輝
く

あ
あ
　
め
の
だ
け

　

４
月
10
日
、
め
の
だ
け
小
学
校
（
篤と

く

永な
が

高た
か

志し

校
長
：
児
童
数
３
０
７
人
）
の
開
校

式
を
開
催
。
米
野
岳
中
学
校
区
の
４
小
学

校
（
米
田
小
、
千
田
小
、
米
野
岳
小
、
山
内
小
）
が
統
合
し
、

山
鹿
市
内
で
２
番
目
に
大
き
な
学
校
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
新
し
い
校
章
（
米
野
岳
中
３
年
：
西
村
歌か

恋れ
ん

さ

ん
デ
ザ
イ
ン
）
が
入
っ
た
校
旗
を
、
中
嶋
憲け

ん

正せ
い

市
長
か
ら
篤
永

校
長
へ
授
与
。
篤
永
校
長
が
児
童
ら
に
「
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

４
つ
の
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
学
校

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

児
童
を
代
表
し
て
、
木
本
真ま

優ゆ

さ
ん
（
６
年
）
が
「
私
た
ち

は
新
し
い
学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
仲
間
で
す
。
お
互
い
を
理
解

し
、
各
学
校
の
伝
統
や
良
い
と
こ
ろ
を
引
き
継
ぎ
、
活
気
あ
ふ

れ
る
学
校
に
し
ま
し
ょ
う
。
閉
校
で
寂
し
い
思
い
を
し
た
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
は
分
か
り
合
え
ま
す
。
助
け
合
い
、
努
力
を
惜

し
ま
な
い
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
全
員
で
新

し
い
校
歌
（
作
詞
・
作
曲
：

野
中
米め

里り

さ
ん
（
鹿
北
町
岩

野
））
を
斉
唱
し
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

1めのだけ小学校校
舎2篤永校長3校章
をデザインした西村
さん（左）と校歌を
作詞・作曲した野中
さん（右）4児童代
表木本さん5校歌斉
唱の様子

1

2

4 3

5

め
の
だ
け
小
学
校
が
開
校
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岩野保育園

　

１
月
28
日
、
岩
野
保
育
園
（
社
会
福
祉
法

人
平
成
会
：
太
田
黒
昭あ

き

彦ひ
こ

理
事
長
）
で
閉
園

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。48
年
の
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
１
３
７
７
人
の
園
児
が
卒
園
。
当

園
は
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
山
鹿
市
か
ら
社

会
福
祉
法
人
平
成
会
へ
民
間
移
譲
し
て
い
ま

す
。
４
月
の「
ま
ほ
ろ
ば
保
育
園（
同
法
人
）」

の
開
園
に
向
け
、
一
足
早
い
閉
園
式
と
な
り

ま
し
た
。

　

式
典
で
は
園
児
に
よ
る
歌
の
披
露
や
、
伝

統
の
子
ど
も
太
鼓
の
演
奏
が
あ
り
、
寂
し
さ

を
感
じ
つ
つ
も
、
楽
し
く
会
は
進
行
。
最
後

に
参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
て
、
園
に

お
別
れ
し
ま
し
た
。

　47年半の間、地域の子ど
もたちを見守り、育んできた

岩野保育園が閉園しました。中には親子２代、
３代と登園された人もおられると思います。私
と子ども３人も通わせていただきました。１月
に開催した閉園式には卒園者や地域の人など、
たくさんお越しいただきました。中でも 30数
年の伝統がある岩野太鼓は園での最後の演奏と
なり、感慨深いものがありました。さようなら
岩野保育園。たくさんの思い出をありがとう！

　大きな桜やイチョウの木と
豊かな自然環境の中、保護者、

地域の方々に温かく見守り支えていただいた岩
野保育園。子どもたちはさまざまな活動を通して
大きく成長し、伝統の子ども太鼓のリズムは代々
受け継がれ、みんなの心に響き渡りました。
　岩野保育園を卒園された皆さま、歴代の先生
方、そして保護者、地域の皆さま、本当にありがと
うございました。これからも鹿北町の子どもたち
を温かく支えていただきますようよろしくお願
いします。

瀬口　英
え い

子
こ

さん
園長

白田　雅
ま さ

哉
や

さん
保護者会長

1岩野保育園の園舎2伝統
の子ども太鼓を披露3お食
事会で「いただきまーす！」
4カメラの前で元気いっぱ
いにポーズ！5最後に園庭
で記念撮影

閉 

園
１

２

４

３

５
※写真2345は野中武

たけ

紀
のり

さん（鹿北町岩野）提供
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広見保育園

　

３
月
19
日
、
広
見
保
育
園
で
閉
園
式
を
行

い
ま
し
た
。
54
年
に
わ
た
り
１
１
１
８
人
も

の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
送
り
出
し
て
き
た

保
育
園
。
式
典
で
は
在
園
児
や
地
域
の
皆
さ

ん
が
見
守
る
中
、
稲
葉
敦あ

つ

子こ

園
長
が
中
嶋
憲け

ん

正せ
い

市
長
に
園
舎
の
鍵
を
返
還
し
ま
し
た
。

　

式
典
後
に
保
護
者
会
主
催
で
行
わ
れ
た
お

別
れ
会
で
は
、
思
い
出
の
ス
ラ
イ
ド
上
映
や

卒
園
者
の
思
い
出
発
表
な
ど
、
参
加
者
は
昔

を
懐
か
し
み
ま
し
た
。

　

会
の
終
了
後
、園
庭
で
お
食
事
会
を
実
施
。

穏
や
か
な
春
の
日
差
し
の
中
、
広
見
保
育
園

最
後
の
楽
し
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

　平成29年３月31日をもっ
て、広見保育園は54年の歴

史に幕を閉じました。これまで、地域の方々には
たくさんの関わりを持っていただくとともに、温か
く見守っていただき、ありがとうございました。
　また、私たちの大切な子どもたちを愛情いっぱ
いにお世話してくださった先生方、本当にありが
とうございました。閉園はしましたが、私も含め、
ここを巣立った1118人の卒園生の心の中には、
いつまでも残っていくものだろうと思います。

　周囲を山々に囲まれ、鳥や
虫の鳴き声、園庭からは田園

風景と国道３号を行き交う車の流れが見渡せる
素晴らしい環境の中で、元気な笑い声と泣き声が
響いた保育園が閉じることは、何事にも代えがた
い寂しさを感じています。
　子どもたちは、たくさんの人と出会い、たくさん
の経験をし、たくましく成長してくれました。これ
も地域の方々の温もりある支えのお陰と心から感
謝申し上げます。これから子どもたちは新しい環境
での生活を楽しんでくれることを願っています。

稲葉　敦子さん
園長

野中　孝
た か

久
ひ さ

さん
保護者会長

1広見保育園の園舎
2稲葉園長から中嶋
市長へ園舎鍵の返還
346園児による発
表5卒園写真の展示
7あたたかい園庭で
のお食事会

　
鹿
北
地
区
の
岩
野
・
広
見
・
岳
間
保
育
園

の
３
園
は
、
園
児
数
の
減
少
な
ど
に
伴
い
、

平
成
29
年
３
月
末
で
閉
園
と
な
り
ま
し
た
。

各
園
の
閉
園
式
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
鹿

北
地
区
で
は
、
新
た
に
「
ま
ほ
ろ
ば
保
育
園
」

が
開
園
し
ま
し
た（
9
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。１

２

４

５６

７

３
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岳間保育園

　

３
月
25
日
、

岳
間
保
育
園
で

閉
園
式
を
行
い

ま
し
た
。
51
年

の
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
７
９
２

人
の
子
ど
も
が
卒
園
。

そ
の
園
児
ら
を
見
守
っ
て
き

た
、
園
庭
に
あ
る
大
き
な
岩
。

最
後
の
園
長
と
な
っ
た
建
山
富ふ

美み

代よ

園
長
が

「
大お

お

岩い
わ

守ま
も
る

さ
ん
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
そ
の

話
を
聞
い
た
の
が
、
給
食
の
食
材
を
納
入
し

て
い
た
地
元
ス
ー
パ
ー
の
野
中
哲て

つ

雄お

さ
ん
。

「
岳
間
保
育
園
の
た
め
に
何
か
を
残
し
た
い
」

と
、
絵
本
「
大
岩
守
さ
ん
の
涙
」
を
自
費
製

作
し
、
園
児
ら
に
贈
り
ま
し
た
。

　

保
護
者
会
主
催
の
お
別
れ
会
で
は
、
保
育

士
と
園
児
ら
が
心
を
込
め
て
絵
本
を
朗
読
。

会
場
に
集
ま
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
涙
を

こ
ら
え
き
れ
な
い
様
子
で
し
た
。
大
岩
守
さ

ん
と
の
思
い
出
は
、
こ
の
絵
本
と
と
も
に
、

い
つ
ま
で
も
卒
園
者
の
心
に
残
る
で
し
ょ
う
。

　無事閉園式を終え、51 年
の長い歴史に幕を閉じまし

た。自分が幼いころのまま、園庭に大きな岩の
ある懐かしい保育園で、親子とも卒園すること
ができました。友達と楽しく遊び、ときにはけん
かもして、いろいろな思い出がたくさん詰まって
いる保育園です。なくなってしまうのはとても悲
しい気持ちでいっぱいですが、岳間保育園で育っ
た思い出を大切にして、前に進みたいと思います。
　ありがとう岳間保育園！

　園児数17 人の山鹿一小さ
な保育園でしたが、自然の中

を散策した「岳間さるき」では、地域の皆さんに温
かい声を掛けていただくなど、家庭的で地域とつ
ながりの深い保育園でした。51年の歩みを閉じる
にあたり「子どもの声が聞こえなくなると、寂しく
なるね」と、いろいろな人から聞きました。本当に
残念ですが、名物の「大岩守さん」の前で集い、卒
園児の皆さんと語り合える日を楽しみに、ここでつ
なぐことのできた「縁」を大事にしたいと思います。
多くの皆さんのご支援、ありがとうございました。

建山富美代さん
園長

伊藤　友
と も

重
し げ

さん
保護者会長

1岳間保育園の園舎2大岩
守さん37園児による発表
4絵本を製作した野中さん
（左）と絵本のイラストを描
いた木野真

ま

由
ゆ

美
み

さん（右）
5朗読を聞く来場者6大岩
守さんの上で遊ぶ園児ら

１

３

４

５

７

６

２

⇩大岩守さん
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市民の生命・身体・財産を守るため、さらなる結束を
…山鹿市消防団が日本消防協会「竿

かん

頭
とう

綬
じゅ

」受賞報告　３月 14 日

地域の子どもは、地域で守り育てます
…くまもと里モンプロジェクト顕彰個別活動部門受賞　３月 15 日

　３月７日、東京都の日本消防会館で全国消防大会（第
69 回日本消防協会定例表彰式）が行われ、全国から約
700 人の消防関係者が出席。山鹿市消防団（当時原口和

か ず

久
ひ さ

団長）が「竿頭綬」の表彰を受けました。これは厳正
な規律・技能を持ち、消防の使命を達成することに努め、
他の模範となる消防団に授与されるものです。
　原口団長は、平成 29 年度から団長となる隈部賢

け ん

治
じ

副
団長とともに中嶋憲

け ん

正
せ い

市長に受賞を報告。「この賞に恥
じぬよう山鹿市消防団がさらに結束し、特別表彰『まと
い』を受賞できるよう次の世代に託します」と話しまし
た。

左から原口団長と隈部副団長（階級は当時）

左から青木会長と矢野英
ひ で

明
あ き

副会長

　菊鹿地域で活動する「虹の会（青木正
ま さ

行
ゆ き

会長、会員約
70 人）」が、平成 28 年度くまもと里モン賞を受賞。蒲
島郁

い く

夫
お

熊本県知事から表彰を受けました。
　同会は平成 17 年の結成以来「地域の子どもは、地域
で守り育てる」という趣旨のもと、小・中学校の行事支
援活動を実施。小学校のふれあい教室や中学校の文化祭・
送別駅伝大会でのぜんざいなどの振る舞い、看板塗装や
樹木の剪定などを行ってきました。他にも、高齢者介護
施設での祭りや地域のイベントなどにも積極的に参加す
るなど、子どもたちと地域が共に活動する取り組みが評
価されての受賞となりました。

雨の日の交通事故防止のために
…KDS グループから「ゆるや傘」の贈呈　  　３月 17 日

　自動車学校を経営する KDS グループ（本社熊本市：
永田佳

よ し

子
こ

社長）から、オリジナル傘「ゆるや傘」が、市
内小学校の新入生に贈られました。ことしで４年目の贈
呈となります。永田社長は「子どもたちは社会全体で守っ
ていかねばなりません。雨の日は交通事故発生の確率が
５倍になるというデータがあるそうです。この傘には『雨
の日はいつもよりゆっくり走ろう』という思いが込めら
れています。子どもたちに使ってもらうことで交通事故
防止につながればうれしいです」と話されました。
　新入生は登下校を始めたばかりです。ドライバーの皆
さん、思いやり運転を心掛けましょう。

ゆるや傘を手にする永田社長（左）と中嶋憲正市長（右）

街角ぐるっとナビ 
親子ダブルスで優勝！
…第 71 回全九州卓球選手権大会（年齢別）    ３月４日

　立山清
き よ

敏
と し

さん（蒲生：68 歳）と多良木町在住の立山正
ま さ

邦
く に

さん（36 歳）親子が、長崎県で行われた大会でダブル
ス（合計年齢 100 〜 119 歳の部）に出場。大会初となる
親子での優勝を飾りました。清敏さんはシングルス（65 〜
69 歳の部）でも２年連続の３位入賞。シングルスでは過去
３回の優勝経験を誇り、卓球歴は 50 年以上になります。
　清敏さんは「親子でダブルスを組んで５年ほど。優勝は
励みになります。遠方の息子とはあまり練習できませんが、
週に３回は卓球協会の練習に参加し、いろいろな年代の人
と練習しています。長年卓球を続けてこられたのは、理解あ
る妻のおかげ。とてもありがたいです」と笑顔で話しました。

左から清敏さん、正邦さん（写真は清敏さん提供）
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街角ぐるっとナビ 

山鹿の新しい特産品へ
…熊本県城北産ヒノヒカリ 100％使用の米焼酎　３月 23 日

山鹿のシルク蚕
さ ん

業
ぎょう

復活のために
…株式会社あつまる山鹿シルク島田社長から 100 万円の寄付 ３月 27 日

　平成 25 年に創業した酒造メーカーの株式会社 V
ヴ ィ ネ ッ ク ス

inEx
山鹿（鹿央町合里：本坊正

ま さ

文
ふ み

社長）から、主に山鹿産ヒ
ノヒカリを使用した米焼酎「香る米焼酎 山鹿」が発売
されました。同社は３年前からオリジナル製品作りに取
り組み、試行錯誤の末今回の商品化となりました。
　本坊社長は「山鹿にはいい水、いい米があります。こ
の商品は香りにこだわって作ったので、ぜひロックで飲
んでください。山鹿の新しい特産品になればと思ってい
ます」と話しました。
　 １ 本 720ml 入 り で
価格は 2,500 円。生産
本数が少ないため、購
入は電話注文のみの受
け付けとなります。
問 ㈱ V

ヴィネックス

inEx 山鹿
　☎（36）3400 まで

商品を持つ本坊社長島田社長（左）から中嶋市長（右）へ目録の贈呈

　本市で養
よ う

蚕
さ ん

事業に取り組む株式会社あつまる山鹿シル
クの島田俊

と し

郎
ろ う

社長から、山鹿市へ 100 万円を寄付されま
した。４月 27 日には鹿北町芋生の広見小学校跡地に、世
界初・最大級の周

しゅう

年
ね ん

無
む

菌
き ん

養蚕工場が完成。あつまる山鹿
シルクでは本市や関係団体とともに、世界最高クラスの
シルク開発によるジャパンブランド化を目指しています。
　島田社長は「山鹿市には計画の当初からお世話になり
ました。蚕

かいこ

神社周辺の公園整備に役立ててください」と、
中嶋憲

けん

正
せい

市長へ目録を贈呈。中嶋市長は「貴重な浄財を
ありがとうございます。新シルク蚕業構想は市民の期待
も高いので、ぜひ成功させましょう」とお礼を述べました。

1,400人のランナーが集結
…第５回清浦総理顕彰あんずの丘マラソン大会　３月 20 日

　ことしで５回目の開催となった清浦総理顕彰あんずの
丘マラソン大会。あんずの丘をスタート・ゴールとし、
あんずの丘周辺を走る 1.5㎞のコース、３㎞、10㎞、水
辺プラザかもと付近まで走るハーフ（約 21㎞）の４コー
スに分かれてスタートしました。あいにくの雨模様とな
りましたが、県内外から集まった 1,400 人のランナーは
雨にも負けず、それぞれのコースを元気に走りました。
　この大会は山鹿の自然を満喫しながら、ゆっくり楽し
く走ってもらうことを重視しています。中には仮装して
走る人もいて、沿道から温かい声援が飛んでいました。
選手の皆さん、お疲れさまでした

沿道の声援を受けながら走るランナー

たけのこ生産のための環境づくりが評価
…熊本県たけのこ園経営管理コンクール表彰式 ３月 22 日

太田黒登さん（左）と妻のしず子さん 中村さん

　鹿北市民センターで熊本県たけのこ園経営管理コン
クール表彰式が開催され、県内のたけのこ栽培農家や関
係者ら約 100 人が出席。鹿北町四丁の太田黒登

のぼる

さんが
農林水産大臣賞と熊本県特用林産振興会長賞を受賞。同
じく中村富

と み

也
や

さんが奨励賞を受賞しました。このコン
クールは昭和 45 年から続くもので、たけのこの生産量
や園の管理技術などを審査します。
　太田黒さんは「仕事を定年退職してから、本格的にた
けのこ園の管理に取り組んできました。面積に応じた親
竹の本数管理を心掛け、掘りやすい環境を整えたことが
受賞につながりました」と喜びを語りました。
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共に支え合い、誰もが輝くまちづくりのために
…山鹿市男女共同参画審議会意見書提出     ３月 29 日

　山鹿市男女共同参画計画の実施状況に関する意見書が
古江英

ひ で

実
み

会長と坂口里
さ と

美
み

副会長から中嶋憲
け ん

正
せ い

市長に提出
されました。
　山鹿市役所全体で男女共同参画の推進に取り組んでい
ることを高く評価され、企業や自治会など地域での女性
活躍に向け、これまで以上に取り組んでほしいというご
意見をいただきました。平成 29 年度から実施する第２
次山鹿市男女共同参画計画には女性活躍推進法に基づく
本市の推進計画も含まれていて、女性の社会参画を促進
する取り組みにより少子高齢化や人口減少対策へつなが
ることを期待されています。

意見書を読み上げる古江会長（中）と坂口副会長（右）

新しい保育園ができました
…まほろば保育園入園式　　　　　　　       ４月１日

　平成 28 年４月から岩野保育園の経営を市から引き継
いだ社会福祉法人平成会（太田黒昭

あ き

彦
ひ こ

理事長）が、岳間・
岩野・広見保育園の３園を統合する「まほろば保育園（瀬
口英

えい

子
こ

園長）」を開設。鹿北市民センターの北側に完成し
た園舎で入園式が行われ、95 人の園児が入園しました。
　瀬口園長が園児らに「皆さんは、今日からまほろば保
育園の園児です。新しい友達をいっぱいつくって、いっ
ぱい遊んでください」と呼び掛けると、園児らは元気よ
く「はーい！」と手を上げました。最後に園児と保護者で、
手紙を結んだ風船を飛ばしたところ、遠く離れた高知県
の人から返事が来て、新しい交流が始まりました。

山鹿から三味線合奏のギネス記録更新に参加
…日本武道館で 1911 人の合奏

元気いっぱいの園児

ギネス記録認定証を手にする皆さん

　真
さ な

田
だ

民謡会（岩下リツ子会主）に所属する津軽三味線の
弾き手５人が、昨年 10 月 23 日に行われた「最大の三味
線アンサンブル」の一員としてギネス記録更新に成功。こ
のたび認定証が授与されました。同イベントは、民謡文化
を盛り上げようと日本郷土民謡協会が主催。同協会は３年
後の東京オリンピックでの演奏披露も目指しています。参
加した豊田佳

か す み

清さん（久原出身、熊本市在住）は「三味線
は日本を象徴する文化です。今回の記録が日本をもっと
知ってもらうきっかけになれば」とニッコリ。岩下会主は
｢東京オリンピックでの演奏披露が決まれば、山鹿から小・
中・高校生を 15 人ほど参加させたい｣ と話しました。

緑豊かな岳間路を元気に歩く参加者

最高のお天気の中を歩きました
…第 10 回岳間渓谷ぐるっとウォーク　　　３月 26 日

　岳間渓谷と里山あるき実行委員会（東和
か ず

行
ゆ き

実行委員
長）が主催し、市内外から 400 人以上が参加。晴天の中、
旧岳間小学校をスタートし、岳間渓谷を折り返す 10㎞
のコースと、片道５㎞のコースを歩きました。
　東会長が「ことしは残念ながら桜の開花が遅いので、
代わりに私たちスタッフが笑顔でもてなします」とあい
さつ。地元から参加した中島龍

りゅう

生
せ い

さん（64 歳）は「昨
年は足を痛めていて、途中でリタイヤしました。ことし
は最後まで歩きます」と元気にスタート。コースに設け
られた休憩所には地元特産品のおやつが用意され、参加
者はおなかを満たしながらゴールを目指しました。
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●更新費用の推計（公共施設）
　下のグラフは、今ある全ての施設を改修または建て替
えるとした場合の費用を示したもので、今後 30 年間の
総額は 1,130 億円となり、その平均は年間 37.7 億円に

も上ります。この金額は、過去５年間の建設事業費の年
平均 28.2 億円、また、今後目標とする年間総額 25 億
円をはるかに上回るもので、これらすべての施設を維持
していくことは現実的に困難です。

■ 公共施設などの総合的な管理に関する基本方針

大規模改修費用 築31年以上 50年未満の施設の大規模改修費用 建て替え費用 築61年以上の施設の建て替え費用

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2017 20462026 2036

（百万円）

（年）

今後 30 年間の更新
費用総額

1,130 億円

１年間の更新費用の資産
37.7 億円

直近５カ年平均
公共施設投資的経費

28.2 億円

現在までの施設総延床面積
34.3 万㎡

更新に掛かる年平均
直近５カ年の投資的経費平均
目標とする普通建設事業の年間総額

これらのことを踏まえ、将来にわたって良質なサービスを提供するために、次のような基本的な方針を定めました。

　今後は、以上のような考え方により、公共施設などの適正な維持管理に努めていきます。市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。なお、本計画の全文はホームページで見ることができます。

基本理念１

基本理念２

基本理念３

公共施設などの質と量の最適化

効率・経済的な管理・更新方法の確立

インフラの機能発揮と施設の有効活用

基本的な考え方
①社会環境と利用ニーズに適応した適正配置
②適正配置に基づく維持・更新
③国、地方公共団体及び民間施設を含めた効率的活用
④長期的な存続、有効的な活用を目指した適正管理
⑤安全・安心の追求
⑥財政負担の軽減と平準化
⑦廃止施設の適正処分

基本目標
　  ①公共施設などの設置数、延床面積などの量的目標→類似団体平均とする。

　　　　　  ②維持・更新に係る経費を年間約25億円、維持補修費を年間約2.5 億円とする。

山鹿市公共施設等総合管理計画 検索
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公共施設等総合管理計画を策定しました

　高度経済成長期にあたる昭和 40 年〜 60 年代にかけ
て、多くの公共施設、土木インフラを集中的に整備しま
したが、年月とともに老朽化が進行し、これらの公共施
設が今後一斉に更新の時期を迎えます。
　人口や税収の減少が見込まれる中、公共施設の建て替
えや改修などには莫大な費用が掛かることが予想され、
今ある施設をそのまま維持し続けることは困難と考えら
れます。

　これらを踏まえ、公共施設の更新、統廃合、長寿命化
などを計画的に行うことで、将来にわたって持続可能な
行政サービスを維持できるように「山鹿市公共施設等総
合管理計画」を策定しました。
　対象となる施設は、市が保有するすべての公共、公用
施設、インフラ資産（道路、橋

きょう

梁
りょう

、上・下水道など）で、
計画期間は 2017 年〜 2046 年の 30 年間です。

●将来人口の推移
　本市の人口は、合併時の 2005 年に６万人を割り込
み、現在（平成 28 年 10 月１日住民基本台帳人口）で
は 53,697 人となっています。今後も人口は減少し、本
計画期間が満了する 2046 年には 43,000 人と 30 年間で
約 20% 減少すると予測されています。特に、生産年齢
人口（15 〜 64 歳）の減少率が高い状況です。
●財政の状況
　主な財政指標は、おおむね適正値の範囲を維持してい
ますが、財政基盤の強さを示す財政力指数は、類似団体

や県内の平均値を下回っている状況です。今後、歳入面
では、合併算定特例の終了による地方交付税の減額や、
人口減少に伴う市税の減収などが予想され、歳出面では
公債費の増、少子高齢化の進展による社会保障費の増な
ど、義務的経費の増加が見込まれています。
●建築物の築年数の状況
　本市が保有する建築物を経過年数ごとに見てみると、
総延床面積 34.3 万㎡のうち、およそ半分が築後 30 年
以上を経過しています。経年劣化による老朽化が心配さ
れます。

■ 公共施設等総合管理計画とは

■ 人口などの将来見通しと公共施設などの現状

18.6％

39.7％

60.3％

29.8％

19.1％

18.7％

13.8％

建築物の築年数の割合など

旧耐震基準（昭和56 年以前）
新耐震基準（昭和57年以降）

●内側のグラフ（耐震基準の割合）

築 40 年以上（昭和50 年以前）
築 30 年〜40 年未満（昭和51年〜 60 年）
築20年〜30年未満（昭和61年〜平成７年）
築10 年〜20 年未満（平成８年〜17年）
築10 年未満（平成18 年〜27年）

●外側のグラフ（築年数の割合）

問財務課　☎ (43)1119

●公共施設の適切な維持・管理に向けて
2017 年 〜 2046 年
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４月から市役所の組織の一部が変わりました
市の組織機構の見直しに伴う部署名の変更など 問総務課　☎ (43)1117

名称を変更した部署

秘書政策課（旧秘書企画課）☎（43）1110

人権啓発課（旧人権政策課）☎（43）1199

係を統合した部署

都市計画課  計画整備係 ☎（43）1591
※計画係と整備係を統合

下水道課  管理係　         ☎（43）1198
※工務係と管理係を統合

新設した部署

福祉援護課　　　    　　       ☎（43）0052
　福祉課で行っていた障がい福祉サービス、児童
手当、子ども医療費に関する業務などを行います。

防災監理課　　　    　　       ☎（43）1113
　防災対策課で行っていた交通安全や防災に関す
る業務や、財務課監理契約室で行っていた入札に
関する業務などを行います。

情報システム広報課　　　☎（43）1118
　総務課情報管理室で行っていた情報ポータルサ
イト「やまがメイト」に関する業務や、秘書企画
課で行っていた「広報やまが」に関する業務など
を行います。

平成 30 年１月から山鹿市農業委員会は新体制になります
農業委員と農地利用最適化推進委員の選任 問農業委員会　☎ (43)1614

　平成 28 年に「農業委員会等に関する法律」が改正され、
これまで選挙で選出されていた農業委員は、市長が議会
の同意を得て任命することになりました。
　現在の農業委員の任期は、平成 30 年１月 14 日まで
となっていて、任期満了後の平成 30 年１月 15 日からは、
市長に任命された農業委員と、新たに設置する「農地利

用最適化推進委員」が連携し、農業委員会の業務を行い
ます。
　新たな農業委員と農地利用最適化推進委員は、地域の
農業者や農業団体などに推薦を求め、併せて公募を行い
ます。推薦・公募の受け付けは８月から実施する予定で
すが、詳しくは広報やまが７月号などでお知らせします。

市長

農業委員 農地利用最適化推進委員

地域の農業者や農業団体など

推薦・公募

委嘱

●農業委員、農地利用最適化推進委員選任のイメージ

任命
同意

■農業委員会の主な業務
　●　 農地法に基づく農地の売買、貸借、転用

などの許認可業務
　●　 遊休農地の発生防止・解消に向けた農地

の利用状況調査
　●　担い手への農地集積

■委員の定数

現在の定数 新しい定数

農業委員 27 人 14 人

農地利用最適化
推進委員 ー 19 人

計 27 人 33 人

　市の組織機構の見直しに伴い、下記のとおり部署名の
変更や係の統合、部署の新設を行いました。業務内容や
電話番号などをお知らせします。

市議会



13　2017.5　広報やまが

地域づくりと地域間交流を行う皆さんを応援します
地域づくり推進補助金、国際・地域間交流事業補助金などの申請受け付け 問地域生活課　☎ (43)1114

●地域づくり推進補助金・一般団体事業

　市民の皆さんが自主的に実施する地域づくりなどの取
り組みを支援します。申請を希望する団体はご相談くだ
さい。
募集期間　５月１日㈪〜 19 日㈮
対象事業　 市全域の活性化につながる地域づくり事業

（イベント、世代間交流、ボランティア活動
など）

対象団体　 地域づくりを目的として活動する特定非営利
活動法人またはこれに準ずる５人以上の団体

対象経費　 事業に係る消耗品や使用料、原材料費など（別
に定める基準があります）

補助率など 　対象経費の 10 分の 10 以内で、１団体 20
万円を限度とします。

申請方法　 地域生活課に備え付けの申請書に必要事項を
ご記入のうえ、募集期間内に提出してくださ
い。

●国際・地域間交流事業補助金

　民間団体が主催する、本市の持つ優れた自然や歴史文
化を生かした国際・地域間交流事業に対して支援します。
申請を希望する団体はご相談ください。
募集期間　５月１日㈪〜 15 日㈪
対象事業　 教育、文化、スポーツ、産業、福祉などによ

る他市町村や海外都市との交流事業
対象団体　 本市内に活動の拠点がある民間団体で、国際・

地域間交流事業の実績または今後継続する意
思が認められる団体

対象経費　 交流事業に要する経費（飲食に係る経費、交
流会等の参加費、お土産代、本市以外の会員
にかかる経費などは対象外）

補助率など 　補助対象経費の２分の１以内で、１団体
30 万円を限度とします。

申請方法　 地域生活課に備え付けの申請書に必要事項を
ご記入のうえ、募集期間内に提出してくださ
い。

●地域自治振興交付金

　この交付金は、自治機能の維持や住民の自主的な地域
コミュニティ活動に活用されています。交付金の交付先
は、鹿北地域、菊鹿地域、鹿本地域、鹿央地域は地域ご
とに、山鹿地域は校区ごとに設置されている地域協働組
織です。
　地域協働組織は、対象地域に居住する人が地域生活の
向上を図り、自治会よりも広域的な共同事業を行うため
に作られた組織で、自治会の代表者やその他必要な団体
の代表者で構成されています。交付を希望する自治会や
地域づくり活動団体は、地域に設置されている地域協働
組織へご相談ください。

▼ 地域自治振興交付金は、以下のような地域づくり事業
に活用されています。

　●　 地域安全・防災事業（防火訓練や講習会、
防犯パトロール、交通安全教室など）

●　 地域イベントの開催や情報発信、産業振興事業（世代
間交流、地域の祭り・イベント、地域特産品開発、地
域情報誌の発行など）

　●　 教育文化に関する事業（青少年育成事業、地域の歴史
調査、伝統文化の保存・継承、地域の歴史・風景など
の保存、生涯学習活動、スポーツ振興事業など）

　●　 地域の環境保全に関する事業（花いっぱい
運動、花壇・広場整備、自然や生活環境の
保全、地域美化、資源ごみ回収やリサイク
ル活動、不法投棄除去など）

　●　 地域の健康福祉に関する事業（いきいきサロン、子育
て支援や見守り、高齢者支援、障がい者支援、健康づ
くり活動など）

　●　 地域づくりを担う人材の育成に関する事業

　●　 その他、地域における地域づくり活動

地域自治振興交付金に関する問い合わせ先
　山鹿地域…地域生活課　　　　☎ (43)1114
　鹿北地域…鹿北市民センター　☎ (32)3111
　菊鹿地域…菊鹿市民センター　☎ (48)3111
　鹿本地域…鹿本市民センター　☎ (46)3111
　鹿央地域…鹿央市民センター　☎ (36)3111
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 後期高齢者医療保険 からのお知らせ

広報やまが　2017.5　14

●後期高齢者健診
▼集団健診を受ける人
実 施 時 期　６月〜８月中旬まで
自己負担額　800 円
　●　 がん検診を申し込んでいる人は、指定された時間

に受け付けをしてください。
　●　 後期高齢者健診のみ受診する人は、午前７時半〜

10 時 20 分までの間で都合の良い時間にお越しく
ださい。

　●　 混み具合によっては待ち時間が長くなります。時
間に余裕を持ってお越しください。

▼個別健診を受ける人
実 施 時 期　６月〜９月末まで
自己負担額　800 円
　●　 ご希望の医療機関（指定医療機関）に予約が必要で

す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。

後期高齢者健診と歯科口腔健診
の受診券を郵送します

問国保年金課　☎(43)1576

年に１度は健診を受けて、身体の状態を確認しましょう。

　後期高齢者医療保険制度加入者を対象に、後期高齢者
健診と歯科口腔健診を行います。対象者には５月下旬に
受診券を郵送しますので、検査項目や受診できる医療機
関などの詳しいことは同封の書類をご覧ください。

　健診結果から、日常生活指導や服薬指導が必要と判断
された人は、山鹿市から委託された事業所の保健師や栄
養士が、ご自宅を訪問することがあります。

受診券の色 対象者 健診の種別

ピンク色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 後期高齢者健診

オレンジ色 国民健康保険加入者で６月〜９月の間に75歳を迎える人 健診当日の保険種別により国保特定
健診か後期高齢者健診のどちらか

みどり色 後期高齢者医療保険加入の人
(障がい認定の65歳以上の人を含む ) 歯科口腔健診

健診受診券の色の違い

●歯科口腔健診
実 施 時 期　６月〜 10 月末まで
自己負担額　400 円
　●　 ご希望の歯科医院（指定医療機関）に予約が必要で

す。詳しくは受診券と同封の書類をご覧ください。
　●　 健診期間中（６月〜 10 月中）に 75 歳を迎える人

には受診券は郵送しません。誕生月の前月に開催
する 75 歳年齢到達者説明会のときに配布します。

●注意事項
　●　 後期高齢者健診は、集団健診か個別健診のどち

らかを選んで受診してください。誤って両方受
診した場合、どちらかの健診が全額自己負担

（８千円程度）になります。
　●　 健診日時点で後期高齢者医療保険の資格が無い

人は受けられません。健診を受けた後に資格が
無いことが判明した場合は、健診費用（８千円
程度）を返還していただきます。

訪
問
指
導
を
受
け
た
場
合
は
、

日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
つ
い
て
気

に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

最
近
、
つ
ま
づ
く
こ
と
が

多
く
て
…
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問人権啓発課　☎ (43)1199

開催日 会　場 テーマ 内　容

６月21日㈬ 菊鹿地区公民館 人権全般 開講式・講演

７月19日㈬ 鹿本市民センター 企業と人権 講演

８月23日㈬ 鹿央市民センター 障がい者・高齢者の人権 講演

９月20日㈬ 鹿本市民センター 女性・子どもの人権 講演

10月 18日㈬ 調整中 調整中 視察研修

11月 15日㈬ 市内小中学校 人権教育の実際 授業参観

12月３日㈰ 山鹿市民交流センター やまが人権フェスティバル 講演

１月17日㈬ 鹿央市民センター 身のまわりの人権問題 参加体験型学習

２月21日㈬ 鹿北市民センター 同和問題 閉講式・講演

　　　　　　　※内容は、講師の都合などにより変更する場合があります。講演は午後２時から 60 分間の予定です。
　　　　　　      ご都合が合うときのみの参加でも構いません。お気軽にお申し込みください。

人KENまもる君  人KENあゆみちゃん

人権について いろいろ学んでみませんか
人権って何？なんだか難しそう…。避けて通るうちに、自分でも気付かず
に偏見や差別につながることをしていたり、被害者になったりするかもし
れません。自分と人権のつながりを学び、理解を深めるための講座を開催
します。

ふれあい人権講座 参加者
募集 !

　　　　　　 山鹿市に住んでいる人か勤めている人
　　　　　　無料
　　　　　　 下記日程表のとおり年９回を予定
　　　　　　 人権啓発課へ下記⑴〜⑶の方法でお申し込みください。
　　　　　　 ※５月 19 日㈮締め切り
　　　　　　　⑴電話　☎ (43)1199
　　　　　　　　電話で①住所②氏名③電話番号をお知らせください。
　　　　　　　⑵来庁かファックス　FAX (44)0373
　　　　　　　 　任意の様式に①住所②氏名（フリガナ）③電話番号を記入し、人権啓発課に持参

　するか FAX で送信してください。
　　　　　　　⑶ E メール　jinken@city.yamaga.kumamoto.jp
　　　　　　　 　上記アドレスに、件名を「ふれあい人権講座申し込み」、本文に「①住所②氏名（フ

　リガナ）③電話番号」を入力して送信してください。

参加対象

受 講 料

内　　容

申し込み

日 程 表

参加をお待ちして
います！
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問環境課  ☎(43)7211

　　第 25 話      　新 戦 力 誕 生 ！ ！

②②

山鹿市消防本部　連載

③③ ①

④④

　
３
月
末
を
も
っ
て
長
年

に
わ
た
り
活
躍
し
た
消
防

自
動
車
が
仕
事
を

終
え
ま
し
た

そ
し
て
新
戦
力
と
し
て

　
活
躍
す
る
た
め
に

新
し
い
消
防
自
動
車
が

　
導
入
さ
れ
ま
し
た
！

山
鹿
市
民
の

『
安
心
・
安
全
』
を

し
っ
か
り
と
守
り
ま
す
！

生生

誕誕
お疲れ様でした !!

注 目 !!

『CAFS 付消防ポンプ自動車』
　今回、導入された
消防ポンプ自動車は
従来の消火の概念を
大きく変える画期的
な CAFS（キャフス）
を搭載した災害対応
特殊消防ポンプ自動
車になります。
　CAFS とは  「圧縮
空気泡消火装置」の
略で、積載している
水に少量の薬剤を加
え圧縮空気にて発泡
させる装置です。水
の表面積を広げるこ
とで効率よく消火す
ることができます。
600ℓの水と 2ℓの
消火剤で放水容量を
約 10t 確保すること
ができます。

環境だより環境だより

特
定
外
来
種
の

「
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
」
を

駆
除
し
ま
し
ょ
う

法
律
に
よ
る
制
限
が
あ
り
ま
す

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
日
本
の
生
態
系
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
植
物
と
し
て
、
外
来

生
物
法
に
よ
る
「
特
定
外
来
生
物
」
に
指
定
さ
れ
、

栽
培
、
運
搬
、
販
売
、
野
外
に
放
つ
こ
と
な
ど
が
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
特
徴

　
● 

高
さ
は
30
～
70
㎝
、
開
花
期
は
５
月
～
７
月

　
● 

葉
の
形
が
特
徴
的
で
、
4
月
の
成
長
初
期
は
く

つ
べ
ら
型

　
● 

５
月
は
楕だ

円え
ん

形け
い

の
小
葉
が
５
枚
程
度
、
複
葉
は

茎
か
ら
対
生
に
生
え
、
葉
の
両
面
に
は
荒
い
毛

が
生
え
て
い
ま
す
。

●
紛
ら
わ
し
い
花

　
● 

キ
バ
ナ
コ
ス
モ
ス
…
葉
の
形
が
ヨ
モ
ギ
の
よ
う

　
● 

ホ
ソ
バ
ハ
ル
シ
ャ
ギ
ク
…
花
は
同
じ
だ
が
葉
が

細
い

駆
除
の
方
法

　

庭
な
ど
に
生
え
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
ら
駆
除
し

ま
し
ょ
う
。
処
理
す
る
と
き
は
、
根
か
ら
引
き
抜
い

た
も
の
を
２
～
３
日
天
日
に
さ
ら
し
て
枯こ

死し

さ
せ
た

後
で
、「
燃
や
す
ご
み
」と
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　

場
所
に
よ
っ
て
は
、
除
草
剤
に
よ
る
駆
除
も
効
果

的
で
す
。
広
げ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
種
子
を
付

け
る
前
に
駆
除
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

オオキンケイギクが群生している様子。在来種の生育場所を奪います



場広の ●�掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所情報システム
広報課へ郵送または持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。

広報やまが　2017.5　18

山木　彩
あ や

乃
の

さん（LinQ)　　　　　　　４月６日
出会いの輪

　福岡県を拠点に活動するアイドルグループ
「LinQ（りんく）」のメンバーである山木彩乃さん
は、鹿本町の出身です。この日は鹿本市民センター
で、山鹿地区交通安全推進会議（杉焼義

よし

文
ふみ

会長）
が主催する春の全国交通安全運動の出発式が行わ
れ、山木さんが交通安全広報大使に委嘱されまし

山鹿地区交通安全推進会議の交通安全広報大使を委嘱
た。山木さんは「鹿本中学校時代は自転車通学を
していて、先生から交通指導を受けていました。
今もその教えが役に立っています。これから山鹿
市の交通安全のために頑張ります」と話し、さっ
そく街頭キャンペーンを行いました。今後は交通
安全の各種イベントなどに協力してもらいます。

街頭キャンペーンを行う山木さん（黄色の法被） 市役所にて、左から池田永
えい

実
じつ

副市長、山木さん、中嶋憲
けん

正
せい

市長

と
も
び
き
塾

夢
想
庵

◦
日
時
　
５
月
16
日
㈫
　
午
後
７
時

◦�

内
容
　
ホ
タ
ル
見
物

※�

懐
中
電
灯
を
お
持
ち
に
な
り
、
夢

想
庵
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

◦
会
費
　
５
０
０
円
（
お
預
か
り
し

　
葬
祭
支
援
に
し
ま
す
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎（
43
）２
２
１
１

「
看
護
の
日
」
イ
ベ
ン
ト

山
鹿
中
央
病
院

　
無
料
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
　
５
月
19
日
㈮

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

◦�

場
所
　

　
山
鹿
中
央
病
院
１
階
ロ
ビ
ー

◦�

内
容
　
血
圧
測
定
や
体
脂
肪
測
定
、

介
護
に
便
利
な
物
品
の
展
示
・
販

売
、
管
理
栄
養
士
・
看
護
師
相
談
、

医
療
福
祉
相
談
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
松
永

☎（
43
）６
６
１
１

ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ
イ
タ
ル

か
ら
の
お
礼

シ
ェ
ル
ボ
ス
（
鹿
）
モ
ン
タ
ー
ニ
ャ
（
山
）

　
３
月
31
日
、
天
聽
の
蔵
で
「
シ
ェ

ル
ボ
ス
（
鹿
）
モ
ン
タ
ー
ニ
ャ
（
山
）

ピ
ア
ノ
と
声
楽
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
リ
サ

イ
タ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
雨
上
が
り
の
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
大
勢
の
人
に
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
入
場

無
料
で
し
た
が
、
会
場
に
は
募
金
箱

を
設
置
し
、
多
く
の
募
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
運
営
費
以
外
の
全
額

２
万
８
９
４
５
円
を
、
熊
本
地
震
の

復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
付
し

ま
し
た
。

　
当
日
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た

り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
り
し
た
皆

さ
ん
に
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

豊
前
街
道
「
歩
み
の
会
」

押
し
花
展
２
０
１
７

豊
前
街
道
「
歩
み
の
会
」
実
行
委
員
会

　
旧
山
鹿
市
在
住
の
「
押
し
花
大
好

き
！
草
花
が
大
好
き
！
」
そ
ん
な
仲

間
た
ち
34
人
が
、
２
年
に
１
度
の
押

し
花
展
を
開
催
し
ま
す
。

◦
期
間
　
５
月
１
日
㈪
〜
７
日
㈰

◦
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
半

　（
初
日
は
午
後
１
時
開
場
）

◦�

場
所
　
あ
ん
ず
の
丘
押
し
花
館

ホ
ー
ル

◦�

内
容
　
風
景
な
ど
の
押
し
花
額
絵

約
70
点
を
展
示
。
子
ど
も
の
日
に

最
適
な
押
し
花
体
験
も
開
催
し
ま

す
（
１
枚
５
０
０
円
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
坂
本

☎（
44
）５
３
８
２

「
看
護
の
日
」
記
念
行
事

保
利
病
院

◦�

日
時
　
５
月
13
日
㈯

　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
受
け
付
け

◦
場
所
　
保
利
病
院

◦�

内
容
　
動
脈
硬
化
・
骨
密
度
検
査

（
ど
ち
ら
か
一
つ
、
各
先
着
30
人
）、

身
体
・
血
糖
・
血
圧
測
定
、
認
知

症
検
査
、
健
康
相
談
、
温
泉
開
放

（
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
）　
　
　

※
検
査
な
ど
は
す
べ
て
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
税さ

い

田た

☎（
43
）１
２
１
２

八
千
代
座
子
ど
も
歌
舞
伎

教
室
受
講
生
募
集

山
鹿
市
民
歌
舞
伎
の
会

　
八
千
代
座
で
歌
舞
伎
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◦�

対
象
　
幼
児
〜
中
学
生

◦�

期
間
　
６
月
か
ら
月
２
回
程
度
練

習
し
、
平
成
30
年
３
月
に
発
表
会

◦�

受
講
料
　
月
千
円

◦�

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
先
　
松
葉

☎
０
９
０（
２
５
０
１
）７
２
５
１
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         山鹿市ホームページに
          バナー広告を掲載しませんか
　本市では財源確保と地域経済の活性化を目的に、
市のホームページに掲載するバナー広告を募集して
います。ホームページをお持ちの事業所、商店の皆
さん、市のホームページにバナー広告を掲載してみ
ませんか。

広告掲載位置　市ホームページのトップページ下欄
広 告 掲 載 枠　８枠
広 告 料　１枠につき月額１万５千円
申し込み方法　 広告掲載申込書に必要事項を明記し、

バナーの原稿、データと併せて提出
してください。

締 め 切 り　掲載希望月の１カ月前
※ 詳しくは市ホームページの広告掲載要綱などをご

覧ください。

問情報システム広報課　☎（43）1118

募集

山
鹿
だ
い
す
き
！

も
て
○ま

る

マ
ー
ケ
ッ
ト
（
朝
市
）

◦ 
日
時　

５
月
14
日
㈰

　
　
　
　

午
前
８
時
～
11
時

◦
場
所　

さ
く
ら
湯
前
広
場

◦ 

内
容　

野
菜
や
手
作
り
品
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
。

子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
を
く
れ
ま
す

お
も
て
な
し
子
ど
も
公
演

◦
日
時
・
内
容

　

５
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～
10
時
半

　

山
鹿
少
年
少
女
合
唱
団

　

５
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
10
時
半

　

山
鹿
中
太
鼓
部

　

子
ど
も
童
謡

◦
場
所　

さ
く
ら
湯

◦
参
加
料　

無
料

山
鹿
の
宝
探
し

「
や
ま
が
」宝
探
し
わ
く
わ
く
塾

　

山
鹿
の
宝
を
市
民
で
探
し
ま
す
。

◦ 

日
時　

５
月
17
日
㈬　

午
後
７
時

◦ 

場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容　

意
見
交
換

　
「
山
鹿
の
わ
く
わ
く
探
し
！
」

◦
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
９
０（
８
９
４
７
）４
９
５
０

（
山
鹿
も
て
な
し
た
い　

山
本
）

山
鹿
つ
た
え
た
い

山
鹿
も
て
な
し
た
い

　

山
鹿
の
魅
力
を「
市
民
力
で
発
信
」

す
る
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

◦ 

日
時　

５
月
８
日
㈪

　
　
　
　

午
後
７
時
～
９
時

◦
場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先　

松
崎

☎
０
９
０（
４
５
１
２
）４
９
３
３

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

熊
本
地
震
復
興
支
援

サ
ミ
ッ
ト
in
熊
本

熊
本
県
倫
理
法
人
会
女
性
委
員
会

◦
日
時　

６
月
３
日
㈯
午
後
１
時
半

◦
場
所　

八
千
代
座

◦
入
場
料　

千
円

◦ 

内
容　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
山
鹿
灯

籠
踊
り
を
披
露
。
第
一
部
で
は
県

内
外
で
活
躍
中
の
女
性
経
営
者
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
第

二
部
で
は
熊
本
地
震
の
体
験
発
表

や
、
復
興
に
向
け
た
企
業
や
団
体

の
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６（
２
８
８
）９
３
９
８

キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー
ツ
教
室

体
験
募
集

　

マ
ッ
ト
運
動
や
鉄
棒
、
跳
び
箱
な

ど
、
幼
児
期
に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な

運
動
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
５
月
中

は
無
料
で
体
験
で
き
ま
す
。

◦ 

日
時
・
場
所　

木
曜
日

　

 

午
後
４
時
10
分
～
５
時 

鹿
央
体

育
館
、
午
後
５
時
半
～
６
時
20
分 

鹿
本
体
育
館

◦ 

対
象　

年
少
児
～
小
学
３
年
生

◦
問
い
合
わ
せ
先　

石
井

☎
０
９
０（
４
９
９
６
）４
０
８
７

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ (44)4835

▶星子悦郎個展
　期間　５月１日㈪〜 15 日㈪

※ 日曜日定休。時間は 11：30 〜 21：00
　（最終日は 15：00 まで）

▶橋本隆齋卆
そ つ じ ゅ

寿展
　期間　５月 16 日㈫〜 31 日㈬

手作り雑貨はちや＆ギャラリー
問☎ 090(5747)5136（小川）

▶�笑文字工房　高見憲子「みんな笑顔」作品展

　 期間　4 月 29 日㈷〜 6 月 30 日㈮　
　時間　10：00 〜 17：00（金・土・日曜日のみ）



広報やまが　2017.5　20

市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句
　
二
月
例
会

互
選
句

食
べ
す
ぎ
た
　
も
う
別
腹
も
ギ
ブ
ア
ッ
プ

宮
園
須
眞
子

食
べ
す
ぎ
た
　
風
船
な
ら
ば
ハ
レ
ツ
す
る

中
島
　
絢
子

よ
か
話
　
ち
ゃ
ん
と
で
け
と
る
天
下
り

吉
川
ひ
ろ
み

肥
後
狂
句
や
ま
が
会
　
三
月
例
会

竹
下
賀
正
選

や
や
こ
し
か　

遺
産
相
続
名
義
替
え

川
上　

火
男

ろ
く
す
っ
ぽ　

学
校
も
出
ず
金
満
家

新
谷　

不
動

今
が
今
ま
で　

分
か
ら
ん
だ
っ
た
認
知
症

萩　
　

正
好

ろ
く
す
っ
ぽ
　
誰
も
演
説
聞
い
と
ら
ん

黒
田　

如
水

気
が
知
れ
ん　

汚
染
地
帯
に
台
所岡

田　

真
青

桑
原
真
覚
発
選

今
が
今
ま
で　

選
挙
の
怖
さ
知
ら
だ
っ
た

山
下　

純
作

ろ
く
す
っ
ぽ
　
効
か
ん
薬
も
副
作
用

長
瀬　

狂
介

年
度
末　

う
ち
の
亭
主
も
監
査
し
ゅ
う

荒
木
ト
ン
ボ

や
や
こ
し
か　

個
人
番
号
書
け
て
言
う

竹
下　

賀
正

気
が
知
れ
ん　

疑
心
暗
鬼
の
北
の
ド
ン

古
里
イ
ツ
代

鹿
本
短
歌
会
　
三
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

目
覚
む
れ
ば
想
い
思
い
て
手
を
合
わ
す
仰
ぐ
み
空
は
朝
日
に
染
ま
り　
　

平
野　

和
子

吸
ひ
も
せ
ぬ
煙
草
を
買
ひ
て
大
人
振
る
春
宵
の
君
誘
ひ
出
す
た
め　
　
　

松
尾　

光
浩

春
陽
う
け
バ
ル
ー
ン
あ
が
る
空
見
つ
つ
沈
み
が
ち
な
る
心
も
和
む　
　
　

出
井
セ
キ
子

石
人
短
歌
会
　
三
月
例
会

富
田
豊
子
選

自
動
ド
ア
の
前
に
立
つ
ほ
ん
の
一
刻
を
吾
が
存
在
感
た
し
か
め
て
を
り　

鬼
木　

芳
子

春
嵐
ま
と
も
に
う
け
て
咲
き
誇
る
肥
後
の
椿
は
微
笑
て
を
り　
　
　
　
　

三
森　

京
子

片
隅
に
転
が
る
檸
檬
陰
増
し
て
わ
れ
潔
白
と
唱
え
る
ご
と
し　
　
　
　
　

堀
田　

恵
美

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会

気
負
ふ
な
く
心
お
だ
し
く
生
き
ゆ
か
な
齢
九
十
に
脚
踏
み
入
れ
て　
　
　

横
尾　

ト
シ

空
畠
に
何
時
か
芽
生
え
し
菜
の
花
の
波
う
つ
黄
色
に
園
児
あ
そ
べ
る　
　

松
本　

洋
子

百
歳
ま
で
生
き
た
る
母
の
遺
伝
子
を
姉
が
持
つ
か
や
か
よ
わ
き
足
で　
　

相
川　

怜
子

鹿
北
短
歌
会

目
覚
め
い
て
八
十
路
の
道
の
り
思
い
つ
つ
音
ひ
そ
や
か
な
春
の
雨
き
く　

貞
熊
喜
美
子

荒
畑
を
通
れ
ば
あ
ま
た
草
の
実
の
執
念
の
ご
と
つ
き
て
離
れ
ず　
　
　
　

弓
掛
む
つ
子

霜
の
野
に
朝
日
当
り
て
輝
き
し
暖
気
運
転
皆
笑
顔
な
り　
　
　
　
　
　
　

島
北　

鎌
岳

菊
鹿
短
歌
会
　
三
月
詠
草

鶯
の
初
音
響
め
る
篁
に
芽
吹
け
筍
こ
こ
は
春
土　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
山　

陽
子

藪
椿
葉
か
げ
の
な
か
に
赤
あ
か
と
花
咲
き
満
ち
て
小
鳥
飛
び
か
ふ　
　
　

富
田　

龍
子

桜
花
あ
し
ら
う
傘
に
竹
あ
か
り
夜
風
や
さ
し
く
頬
な
で
て
ゆ
く　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

鹿
央
短
歌
会
　
三
月
作
品

蝋
梅
の
色
彩
や
か
に
咲
き
満
ち
て
殺
風
景
の
庭
先
彩
る　
　
　
　
　
　
　

木
下
志
摩
子

群
メ
ジ
ロ
山
茶
花
の
花
け
散
ら
し
て
枝
か
ら
枝
へ
と
春
を
呼
ぶ
が
に　
　

竹
原　

黎
子

畑
畦
に
群
が
り
咲
け
る
犬
ふ
ぐ
り
小
さ
く
青
き
地
の
星
の
ご
と　
　
　
　

木
下　

精
子

三
岳
短
歌
会
　
三
月
例
会

誰
よ
り
も
人
と
の
距
離
感
知
り
て
ゐ
し
猫
の
モ
カ
逝
く
如
月
の
こ
と
　　

牧
山
シ
マ
子

雪
解
け
の
石
段
の
ぼ
る
は
危
ふ
し
と
手
摺
頼
り
て
観
音
参
り　
　
　
　
　

迎
田　

栄
子

十
六
夜
の
月
の
あ
か
り
を
背
に
受
け
て
塒
へ
急
ぐ
か
白
鷺
一
羽　
　
　
　

森　

ト
ミ
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

力
込
む
長
芋
掘
り
の
鍬
一
投　
　
　
　
　
　

森
川　

秋
子

春
め
い
て
空
の
色
さ
え
柔
ら
か
く　
　
　
　

立
山　

淳
子

車
椅
子
母
と
の
散
歩
の
ど
か
な
り　
　
　
　

岩
下
ソ
ヨ
子

タ
ッ
プ
俳
句
会
　

山
口
信
博
選

古
寺
は
往
時
の
輝
き
春
の
風　
　
　
　
　
　

榮
　
ひ
ろ
み

梅
の
香
に
誘
は
れ
空
を
仰
ぎ
け
り　
　
　
　

村
上　

和
代

菜さ
い

箸ば
し

で
く
す
ぐ
る
今
日
は
花は

な

菜な

天て
ん　
　
　
　

山
本　

け
い

鹿
本
俳
句
教
室
　
三
月
例
会

利
光
釈
郎
選

猟
師
老
ひ
て
引
き
鴨
の
数
日
々
多
し　
　
　

坂
本　

礼
子

木
ノ
芽
和
え
山
懐
の
旅
の
宿　
　
　
　
　
　

小
原　

洋
子

受
験
子
の
声
弾
ま
せ
て
電
話
く
る　
　
　
　

藤
永　

郁
代

山
鹿
俳
句
会
　
三
月
例
会

利
光
釈
郎
選

春
愁
や
ラ
ッ
プ
の
切
り
口
見
つ
か
ら
ず　
　

園
田
す
み
子

春
耕
や
広
き
果
樹
園
蠢
き
ぬ　
　
　
　
　
　

松
井　

夕
子

牡
丹
の
芽
こ
の
世
如
何
と
伸
び
て
く
る　
　

本
田　

孝
子



21　2017.5　広報やまが

　　　　　　　　『地域おこし協力隊』通信　　問地域生活課　☎ (43)1114
人が多いことです。いろいろなことを教えてもらって
います。
　担当している移住定住促進については、それぞれの
地域性を理解した上で、その地域に合った人に定住し
てもらいたいと考えています。地域性は場所によって
さまざまですが、例えば農業の盛んな地域では、耕作放
棄地と新規就農希望者をつなぎ、課題の解決を図るこ
とで定住してもらうことができたらと思います。
　今後も交流を深めながら山鹿の魅力を幅広くPRし、
地域に喜ばれる定住促進を進めていきたいと思ってい
ます。山鹿市内で空き家をお持ちの人、お探しの人は、
ぜひ空き家バンクへの登録をお願いします。
　皆さんのご協力のもと任務に励みますので、どうぞ
よろしくお願いします。

　皆さんこんにちは。
地域おこし協力隊で移
住定住促進を担当して
いる田河正

ま さ

行
ゆ き

です。県
南の八代郡氷川町で生
まれ、幼少のころはよ
く川遊びや虫取りなど
をして、自然の中で育
ちました。自然が多く
残る山鹿はとても心地よく、生活しやすい所です。
　ことしの２月に着任して３カ月がたちましたが、ま
だまだ山鹿については知らないことが多く、今はさま
ざまな交流会や研修･ イベントにできるだけ参加する
ようにしています。山鹿の人とお話しするたびに感じ
るのは、皆さんが温かく優しさに溢れていて、魅力的な

父親の介護に疲れた姉は７年ぶりに妹
と再会し、昔交わしたある約束を思い出
す。親を思う姉妹の気持ちの行方は…。

「苦いカクテル」など 7 つの短編を収録。
著書の「傍聞き」や「教場」などもお
すすめです !! 催

し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・子どもの上映会
　「アルプスの少女ハイジ」
　▷５月６日㈯　午後２時30 分から（107 分）
山鹿市民交流センター中会議室１

・図書館でシネマ
　「最高のふたり」
　▷５月28日㈰　午後２時から（90 分）
ひだまり図書館

・土曜日のおはなし会　午後２時から
　▷５月６日㈯・13日㈯・20日㈯・27日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷５月２日㈫・９日㈫・16日㈫・23日㈫・30日㈫
・ 童話発表会に関する展示コーナー「語ってみませんか」
・山鹿のがんばる企業「あつまる山鹿シルク」のご紹介！
こもれび図書館　

・土曜日のおはなし会　午前11時から
　▷５月６日㈯・13日㈯・20日㈯・27日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　午前10時45分から
　▷５月４日㈷・11日㈭・18日㈭・25日㈭
・「かたろうよ はなそうよ〜童話発表会にむけて」
・ 一般特設「本を片手に旅に出よう〜5/16は旅の日」

おすすめの旅本をご紹介します！

休
館
日

ひだまり図書館
５月８日㈪・15日㈪・22日㈪・29日㈪　※１日㈪は開館
こもれび図書館
５月10日㈬・17日㈬・24日㈬・31日㈬　※３日㈷は開館

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ (46)1310　　★こもれび図書館　　☎ (43)1082　　★鹿北市民センター　☎ (32)3111
 　★菊鹿市民センター　☎ (48)3111　　★鹿央市民センター　☎ (36)3111　　★社会教育課　　　　☎ (43)1651

【ひだまり】
【こもれび】

【ひだまり】
【こもれび】

エコノミークラス症候群とはどんな病
気かをはじめ、危険因子、予防対策、
エコノミークラス症候群の原因となる
むくみについて、イラストを交えて分
かりやすく解説します。むくみを解消
するエクササイズも紹介。

『図解エコノミークラス症候群の原因と予防ストレッチ』
原幸夫 / 著　日東書院本社 / 出版

『血縁』
長岡弘樹 / 著　集英社 / 出版

新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

右が田河さん。左は福岡県那珂川
町の地域おこし協力隊員竹中さん

【ひだまり】
【こもれび】

むかしむかし、遊ぶことの大好きなと
のさまがいました。家来が「とのさま、
もうすぐ１年生です。学校にいく用意
をしてください」というと、「１年生に
なんか、なりたくない !」と逃げてしま
い…。読み聞かせにピッタリの絵本。こ
の春にいかがですか？

『とのさま 1 ねんせい』
長野ヒデ子・本田カヨ子 / 著・イラスト　あすなろ書房 / 出版
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山
鹿
口
の
戦
い
に
関
わ
る
史
跡
（
１
）

　

前
回
は
西
南
戦
争
の
終
結
と
、
戦
争
が
そ
の
後
の
日
本
に
与

え
た
影
響
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
山
鹿
市
に
残

る
史
跡
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。
ま
ず
は
山
鹿
市
中
心
部
に

残
さ
れ
て
い
る
史
跡
の
紹
介
で
す
。

①
山
鹿
官
軍
墓
地
（
宥ゆ

う

明め
い

堂ど
う

官
軍
墓
地
）

　

政
府
軍
の
戦
死
者
は
、
戦
闘
が
あ
っ
た
場
所
の
近
く
に
作
ら

れ
た
「
官
軍
墓
地
」
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
山
鹿
で
は
現
在
の

山
鹿
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
に
設
け
ら
れ
、
山
鹿
口
の
戦

い
や
菊
池
方
面
で
の
戦
死
者
１
５
３
人
が
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。

墓
石
が
軟
ら
か
い
砂さ

岩が
ん

製
で
あ
っ
た
た
め
風
化
が
進
み
、
昭
和

43
（
１
９
６
８
）
年
、
墓
石
の
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

②
光こ

う

顕け
ん

寺じ

（
薩
軍
飫お

肥び

隊
病
院
跡
）

　

山
鹿
市
役
所
駐
車
場
の
１
０
０
ｍ
ほ
ど
西
側
に
あ
る
光
顕
寺

は
、
山
鹿
口
の
戦
い
の
際
、
飫
肥
隊
の
本
営
・
繃ほ

う

帯た
い

所じ
ょ

（
救
護

所
）
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
飫
肥
隊
は
宮
崎
県
か
ら
薩
軍
に

参
加
し
た
党と

う

薩さ
つ

諸し
ょ

隊た
い

で
、
主
に
鍋
田
の
戦
い
で
は
年と

し

の
神か

み

墓
地

（
山
鹿
市
鍋
田
）
を
陣
地
と
し
て
政
府
軍
と
戦
い
ま
し
た
。

　

特
に
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
３
月
12
日
の
第
三
次
、
15
日

の
第
四
次
の
戦
い
で
は
、
政
府
軍
を
食
い
止
め
た
も
の
の
多
く

の
死
傷
者
が
出
た
た
め
、死
者
は
光
顕
寺
の
敷
地
に
埋
葬
さ
れ
、

負
傷
者
は
本
堂
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
戦
争
終
結
後
、
遺
骨
は
故

郷
の
宮
崎
県
に
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

③
薩
軍
本
陣
跡

　

温
泉
プ
ラ
ザ
か
ら
国
道
３
２
５
号
を
隔
て
た
北
側
、
旧
山
鹿

ホ
テ
ル
の
場
所
（
現
在
は
駐
車
場
）
に
「
薩
軍
本
陣
跡
」
の
看

板
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
薩
軍
を
率
い
た
桐き

り

野の

利と
し

秋あ
き

は
、
山

鹿
に
や
っ
て
く
る
と「
梅
の
井
旅
館（
旧
山
鹿
ホ
テ
ル
の
西
隣
）」

を
本
陣
と
し
ま
し
た
。
薩
軍
が
山
鹿
か
ら
撤
退
す
る
と
、
政
府

軍
も
梅
の
井
旅
館
を
拠
点
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

④
長ち

ょ
う

源げ
ん

寺じ

（
薩
軍
野
戦
病
院
跡
）

　

温
泉
プ
ラ
ザ
南
側
の
長
源
寺
も
、
光
顕
寺
と
同
様
に
負
傷
者

の
救
護
所
や
戦
死
者
の
墓
地
と
し
て
使
わ
れ
、
か
つ
て
は
40
基

ほ
ど
の
薩
軍
戦
死
者
の
墓

が
あ
り
ま
し
た
。
戦
後
、

多
く
の
遺
骨
が
遺
族
に

よ
っ
て
鹿
児
島
へ
と
持
ち

帰
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在

も
数
基
の
墓
石
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

⑤
光こ

う

専せ
ん

寺じ

（
一
万
人
集
会
の
場
、
薩
軍
野
戦
病
院
跡
）

　

豊
前
街
道
沿
い
の
山
鹿
下
町
に
あ
る
光
専
寺
は
、
こ
の
連
載

で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、
西
南
戦
争
直
前
に
起
き
た
「
戸こ

長ち
ょ
う

征せ
い

伐ば
つ

」
に
関
わ
る
一
万
人
集
会
の
場
所
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
争
が
始
ま
る
と
「
民
政
官
」
と
な
っ
た
野
満
長ち

ょ
う

太た

郎ろ
う

の
執
務
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
戦
死
者
、
負
傷
者

の
収
容
場
所
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
薩
軍
が
山
鹿

を
撤
退
す
る
際
、
撤
退
を
悔
し
が
る
兵
士
が　

槍
や
刀
を
振
り

回
し
て
本
堂
の
天
井
や
鴨か

も

居い

を
突
き
破
っ
た
と
い
わ
れ
、
現
在

も
そ
の
時
の
も
の
と
い
わ
れ
る
痕こ

ん

跡せ
き

が
残
っ
て
い
ま
す
。

問
社
会
教
育
課　
☎（
43
）１
６
５
１

架
空
請
求
Ｓ
Ｍ
Ｓ
（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
サ
ー
ビ
ス
）
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
事
例
】

●　

 

携
帯
電
話
の
番
号
で
送
受
信
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
、
大

手
企
業
を
か
た
り
「
情
報
サ
イ
ト
の
利
用
料
が
発

生
し
て
い
る
。
本
日
中
に
連
絡
が
な
け
れ
ば
法
的

措
置
を
と
る
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
が
、

身
に
覚
え
が
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

 「
期
日
ま
で
に
連
絡
を
す
る
よ
う
に
」
な
ど
と
書

い
て
あ
っ
て
も
、
決
し
て
連
絡
を
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
業
者
か
ら
の
請
求
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

●　

 「
訴
訟
を
起
こ
す
」
な
ど
不
安
を
煽あ

お

る
よ
う
な
こ

と
が
書
か
れ
て
い
て
も
、
す
ぐ
に
支
払
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。
一
度
支
払
う
と
、
取
り
戻
す
こ
と
は

困
難
で
す
。

●　

 

メ
ー
ル
が
多
く
届
く
場
合
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｓ
の
受
信
拒

否
の
設
定
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
設
定
の

方
法
は
携
帯
電
話
会
社
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
各

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
、
お
客
様
窓
口
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
必
要
な
Ｓ
Ｍ
Ｓ
ま
で
受

信
拒
否
し
な
い
よ
う
注
意
が
必
要
で
す
。

※�

少
し
で
も
不
審
だ
と
感
じ
た
ら
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
商
工
観
光
課
内
）

☎（
43
）１
５
７
９

　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６（
３
８
３
）０
９
９
９

第９回

山鹿市役所八千代座

温泉プラザ

①山鹿官軍墓地

②光顕寺

⑤光専寺

④長源寺

●

●

●

●

●

③薩軍本陣跡

さ
く
ら
湯

３

325

豊
前
街
道

長源寺の薩軍野戦
病院跡の石碑

今回紹介した史跡の位置図
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３ 問市民課　☎ (43)1169およろこび・うぶごえ・おくやみ

※３月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

およろこび
山　鹿
　山　鹿　江口　弘憲さん♥中嶋　彩智さん
　　　　　津留　俊孝さん♥中島　美穂さん
　　　　　冨田　翔也さん♥奥村　奈央さん
　　　　　池野　　巧さん♥中村友里恵さん
　　　　　古家　　真さん♥本田　彩夏さん
　米　田　園田　大祐さん♥徳永　未希さん
　大　道　中島　海渡さん♥冨田　茶子さん
　　　　　藤本　真吾さん♥吉田　春菜さん
　　　　　大溝　祥司さん♥濱武　真未さん
　　　　　柏山　弘明さん♥坂本佳奈虹さん

鹿　北
　岩　野　小川　純弥さん♥前田　紗希さん
　　　　　川上　大志さん♥田邉　美樹さん
　　　　　寺山　　優さん♥内野　里砂さん
鹿　本
　中　富　佐藤信二郎さん♥比田勝美智代さん
鹿　央
　千　田　城　　竜也さん♥上田亜里砂さん

う ぶ ご え
山　鹿
　山　鹿　岩田明

あ す か

日香さん　福山　神
せ い ら

楽さん
　　　　　高武　　哲

てつ

さん　森　　陽
ひ な た

向さん
　　　　　澁谷　彪

ひゅうが

雅さん　稲葉　爽
さ つ き

月さん
　　　　　大坂　好

こ と

都さん　松永　桜
さ ほ

歩さん
　　　　　冨田　悠

ゆ う と

人さん
　八　幡　皆本　千

ち あ き

誠さん　古川　一
い ち の

乃さん
　三　玉　森川　昊

こ う が

雅さん　恩智　　樹
いつき

さん
　大　道　神西　華

か れ ん

蓮さん　三宅瑠
る り あ

莉亜さん
　　　　　西山　楓

ふ う か

華さん　中嶋　一
か ず ま

翔さん
　　　　　山下　陽

は る き

輝さん

鹿　北
　岳　間　桑原　陽

ひ ま り

愛さん
　広　見　木下　源

げ ん た

太さん　石貫　瑛
えいらん

蘭さん
菊　鹿
　内　田　本田　奏

か な と

翔さん
　六　郷　小澄　咲

え ま

茉さん
鹿　本
　来　民　山下　桜

お う が

臥さん　松本　柚
ゆ ず は

葉さん
　　　　　青木　陽

ひ な た

愛さん
　稲　田　佐藤　　花

はな

さん

山　鹿
　山　鹿　田中良之介さん (92)　佐藤　美靜さん (86)
　　　　　森　　則男さん (88)　𠮷田　典子さん (74)
　　　　　濱武　光輝さん (89)　太田　　暉さん (76)
　米　田　原　ミツヨさん (91)　松田　セツさん (100)
　　　　　在原　敏惠さん (68)　星子アツコさん (94)
　八　幡　鹿子木フサ子さん (90)　松本　昭子さん (89)
　　　　　荒木　房子さん (100)　平川　　工さん (83)
　　　　　古閑　春美さん (63)　三森　太助さん (81)
　平小城　佐藤　　募さん (98)　田上　國廣さん (94)
　三　岳　田代リツコさん (94)　有働安太郎さん (87)
　三　玉　髙橋　賢司さん (86)　近藤　正文さん (87)
　　　　　河村ナツエさん (97)　日隈　　昭さん (74)
　大　道　松本　政則さん (89)　光永　健一さん (85)
　　　　　石村　寛治さん (81)　河村　眞一さん (81)

お く や み

鹿　北
　岳　間　藤本　清香さん (85)　藤本　富男さん (96)
　岩　野　岩橋　俔雄さん (85)
　広　見　古川　幸子さん (73)　永野　茂美さん (93)
　　　　　後藤ツル子さん (94)
菊　鹿
　城　北　平野　　直さん (88)
鹿　本
　来　民　田中　啓昭さん (73)　由富　雄二さん (67)
　中　富　佐藤シヅヲさん (95)　前村トモエさん (85)
　　　　　小材　全一さん (81)
鹿　央
　千　田　木本　末光さん (92)　林　ノリ子さん (88)
　　　　　小田アキオさん (99)
　米野岳　横田　勇記さん (97)
　山　内　山下　憲夫さん (95)



小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです
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「翔 〜今、ここから〜」城北高校は今年創立 50 周年を迎えます城北高校

山鹿子育て支援センター　☎ (43)1270　　鹿北子育て支援センター　☎ (32)3194
菊鹿子育て支援センター　☎ (48)4660　　鹿本子育て支援センター　☎ (46)6029
鹿央子育て支援センター　☎ (36)2150　　ファミリー・サポートセンター　☎ (44)8800

　城北高校はことし創立 50 周年を迎えます。山鹿市
唯一の私学として、故郷山鹿、日本のために。100 年
の学びの場に向けて「翔〜今、ここから〜」をテーマ
に、次の 50 年へのスタートを切ります。
○建学の精神「人間をつくる」
○教育理念「この坂を上れば希望がある」
○城北スピリッツ
　「自分のことより先ず人のことを思え」
　この三つの指標を基盤とした本気の愛情で「心の教育」
を行います。国公立・難関私大合格を目指した普通科
特進コース、資格・検定取得・公務員課外にも特化し

た 普 通 科 普 通
コース、トップ
アスリートを育
成する普通科ス
ポーツ科学コー
ス、卒業と同時
に調理師免許を
取得できる調理
科、社会で貢献

する福祉・医療のスペシャリストを育成する医療福祉
科、命に寄り添う看護のエキスパートを育成する看護
科・看護専攻科。これらの４つの学科から成る城北高校。
ここ山鹿の地で、日本で活躍する「人」を育てます。
　　　　〜 50 周年記念行事〜
◦ 50 周年記念体育大会：5 月 13 日㈯
◦ 50 周年記念大同窓会：8 月 12 日㈯
　　（山鹿ニューグランドホテル）　
◦ 50 周年記念式典：10 月 27 日㈮
◦ 50 周年記念学園祭：11 月 3 日㈷、4 日㈯
◦ 50 周年記念野球部招待試合：11 月 12 日㈰
　（山鹿市民球場）対：横浜高校野球部

城北高校の校舎

次の50 年へ！

一人で悩んでいませんか？
０歳から１８歳未満のお子さんに関す
ること、自分自身のこと、お困りのと
きはどうぞご相談ください。
※秘密は固く守られます。

　子どもたちの目はきらきら輝き、遊びに夢中になっていますか？
　今回は児童館の施設を紹介します。

　 小坂 2238
　 ㈪〜㈯ 9:00 〜17:00
　 (43)1155

　 川端町 402
　 ㈪〜㈯ 8:00 〜18:00
　 (43)1281

子どもの病気が回復してきたけれど
登園・登校させるには・・・！
そんなとき、保護者も子どもも安心し
て過ごせるように、子育てを応援しま
す。

　 山鹿市山鹿 1026-3（地域振興局 1 階）
　 ㈪〜㈮ 9:00 〜17:00
　 (41)5878

　 山鹿 1184-1
　 ㈪〜㈯ 9:00 〜17:00
　 (44)0057

　 藤井 126
　 ㈪〜㈯ 9:00 〜 17:00
　 (46)4441

　 鹿本町来民 1536-1
　 ㈪〜㈯ 9:00 〜 17:00
　 (46)4455

 つどいの広場（おさか童夢）

 児童センター

 病後児保育室「あすなろ」

 中央児童センター

 子ども総合相談窓口

 鹿本児童館

子どもに夢を 子育てにぬくもりを

◦城北高校データ◦　竹原英治校長　生徒数 748人

　  石 1085-1
　 ㈪〜㈯ 9:00 〜 17:00
　 (43)1128

 第一児童館
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　毎年恒例、年長組のイ
ベント「伝説力くらべ綱
引き」にちなみ始めた不
動岩探索。ことしも５歳
児さくら組が挑戦しまし
た。雨上がりの緑の木立
の中、マイナスイオンたっ
ぷりの森林浴。「がんばれ〜！」と声を掛け合いながら、
全員不動岩のふもとまで登ることができました。見上げ
る不動岩の大きさに子どもたちも「すごーい！」「おお
きい！」とびっくりでした。展望所で山鹿の街を一望し
たあと、蒲生の池へお花見へ。桜の花びら舞い散る中、
給食先生の手作り弁当をいただきました。
　子どもたちは自然の中で遊ぶのが、大好きです。山、川、
畑いろいろな所に出掛け、大空と大地の中で友達と遊び、

たくさんの不思議と出
会います。自然の中で
不思議や発見と出会い、
感動し、豊かな感性を
育む保育をこれからも
大切にしていきたいと
思います。

　３月 25 日、杉の子保育園では
卒園式を行いました。家族のよう
にみんなで力を合わせ、楽しく過ご
してきたので、毎日会えなくなるの
がさみしいです。でも、年長さんは
これから１年生となり「新しい一歩」
を踏み出します。私たち保育者は
年長さんを元気に送り出せる喜び
を感じ、また４月から新しい一歩を
歩んでいきます。別々の道になって
も、心は一緒のままで…。
　杉の子保育園の学ぶ心「やさしい心」「がんばる心」「助
け合う心」を忘れずに、小学校でも頑張ってくださいね！
これからもみんなの応援団として、私たち保育者も学ぶ
心を胸に頑張っていきます。

　昨年度の児童会スローガンは「どこでもあいさつ　
みんなで全力　笑顔あふれる稲田っ子」でした。児童
105 人は、このスローガンに掲げた目標達成に向けて
１年間全力で取り組んできました。今回はその成果の
一端をご紹介します。
　まず一つ目は、児童会が主体となり毎朝の「あいさ
つ運動」に取り組みました。毎朝、企画運営委員会の
子どもたちが児童昇降口に立ち、登校してくる子ども
たちとあいさつを交わします。このあいさつ運動の輪
は、次第に６年生、５年生、４年生へと広がってい
きました。また昨年度はあいさつキングやあいさつ
クィーン、あいさつチャンピオンにも取り組みました。
これらの取り組みの成果もあって、地域でも大変あい
さつが良くなってきたとい
う声がたくさん聞かれるよ
うになりました。
　二つ目は理科の学習や毎
朝のモーニングダッシュに
全力で取り組んできまし
た。理科学習では「わくわ

〜どこでもあいさつ みんなで全力 笑顔あふれる稲田っ子〜稲田小学校

新しい一歩
杉の子保育園☎ (43)7571

春満開 不動岩探索と蒲生の池お花見　
やはた保育園☎ (43)1157

く・どきどき・いきいき実験や観察する子ども」を目
指し、研究実践を積み重ねてきました。その結果、「ソ
ニー子ども科学教育プログラム論文」では３年連続で
優秀校を受賞することができました。また毎朝のモー
ニングダッシュに全力で取り組む児童が増え、次第に
スポーツテストや陸上記録会で好成績を残すことがで
きるようになりました。

　三つ目は異学年同士のつ
ながりや絆を深めるために
縦割り班活動に取り組んで
きました。サイエンスタイ
ム、理科クイズ大会などの
縦割り班による活動や昼
休みの縦割り班遊びを通し

て、子どもたちの笑顔をたくさん見ることができまし
た。
　本年度も、自分たちで考えたスローガン達成に向け
て全力で頑張っていきます。

いろいろな経験をしました卒業記念品

理科クイズ大会

縦割り班遊び

◦稲田小学校データ◦　川野富士夫校長　児童数 95人

みんなでピ〜ス★

がんばれ〜

みんなで楽しく遊びました
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日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６

１歳６カ月児健診
27年９月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】
７ ８ ９ 10 11 12 13

３〜４カ月児健診
29年１月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30〜 13:45受付

【ひだまり】
７〜８カ月児健診
28年９月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15〜 13:30受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

14 15 16 17 18 19 20
３〜４カ月児健診
29年１月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】

すくすく学級
28年６月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00〜 10:15受付

【ひだまり】

すくすく学級
28年６月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00〜 10:15受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
26年１月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】
21 22 23 24 25 26 27

７〜８カ月児健診
28年９月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15〜 13:45受付

【山健福】

１歳６カ月児健診
27年９月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15〜 13:45受付

【ひだまり】

３歳児健診
26年１月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15〜 13:45受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

28 29 30 31

５健康カレンダー
月

◦ 乳幼児健診の対象のお子さんには個別通知を出しています。届いていない場合は健康
増進課へご連絡ください。

◦ 母子健康手帳交付時に持ってくるもの…印かん、妊娠届出書（予定日が分かるもの）、
マイナンバーカードまたは通知カードと本人確認書類（運転免許証など）、過去の妊娠・
出産の経過が分かるもの（母子健康手帳）

場所の省略表記 …【山健福】山鹿健康福祉センター　 【ひだまり】鹿本健康福祉センター（ひだまり）

みどりの日憲法記念日 こどもの日

　世界保健機構（ＷＨＯ）は、たばこを吸わないことが社
会習慣となることを目指し、世界禁煙デーを定めました。
　喫煙は、肺がんのほか、口

こうくう

腔、咽
いんとう

頭、食道、胃、ぼうこ
うなどのがんや、妊娠に関連した異常（流産・早産・低体
重児の出生）などとの関連が指摘されています。
　周囲の非喫煙者も喫煙者のたばこの煙を吸うこと（受動
喫煙）によって、がんなどの危険性が高くなります。
　たばこの煙には約 200 種類の有害物質が含まれていま
す。たばこをやめられないのは、たばこに含まれる ｢ニコ
チン｣ の持つ強い依存性が原因です。喫煙習慣は ｢ニコチ
ン依存症｣ といわれ意思の力だけでは禁煙が難しく、治療
が必要な病気とされています。
　喫煙している人は、禁煙について一度考えてみませんか。

　大麻の栽培は法律で禁止されて
いますが、日本全国で不正栽培に
より検挙される事例が後を絶ちま
せん。
　ケシの仲間は、色鮮やかで美し
い花を咲かせるものが多いですが、鑑賞目的であっても庭
などで栽培している場合は不正栽培にあたります。
　大麻や植えてはいけないケシを発見した場合は、山鹿保
健所へご連絡ください。詳しくは熊本県のホームページを
ご覧ください。問山鹿保健所衛生環境課　☎ (44)4121

５月 31 日は世界禁煙デーです
〜禁煙について一度考えてみませんか〜

大麻・ケシの栽培は法律で禁止されています

セティゲルム

献血にご協力ください
【献血日】５月 29 日㈪
◦鹿央市民センター　9：30 〜12：00

ソムニフェルム
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元気の
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山鹿市民
医療センター通信
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山鹿市民医療センター
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　予防接種には接種対象年齢と決められた接種間隔が
あります。母子健康手帳を確認し、決められた接種間
隔を守り、お子さんの体調が良い時に接種しましょう。
　分からないことは、健康増進課にお問い合わせくださ
い。予防接種の情報は、市ホームページにも掲載してい
ます。

【子どもの予防接種（定期予防接種）の種類】
ヒブワクチン、小児用肺

はい

炎
え ん

球
きゅう

菌
き ん

ワクチン、Ｂ型肝炎、
四種混合（ジフテリア・破

は

傷
しょう

風
ふ う

・百
ひゃく

日
に ち

咳
ぜ き

・不活化ポリオ）、
ＢＣＧ、ＭＲ（麻しん・風しん）、水ぼうそう、不活化
ポリオ、日本脳炎、二種混合（ジフテリア・破傷風）、
子宮頸

けい

がん予防ワクチン
【接種方法】
◦�予防接種は全て医療機関で受けてください。
◦�予防接種を実施していない医療機関もありますので、
事前にご確認ください。また、接種をするときは事
前に医療機関へ予約をしてください。

【接種対象年齢と接種間隔】
◦ 日本脳炎
①標準的な接種スケジュール
　（３歳）１期初回：６〜28日の間隔を置いて２回接種
　�（４歳）１期追加：�標準的には１期初回終了おおむね

１年の間隔を置いて１回接種
　（９歳から13歳未満）２期：１回接種
※�日本脳炎１期の定期予防接種は７歳６カ月になる前
の日までが対象です。接種を希望する人は、対象期
間内に接種してください。

子どもの予防接種
②�平成９年４月２日〜平成19年４月１日生まれの人
　�積極的勧奨が差し控えられていた時期があったため、
接種されていない可能性があります。接種期間は20
歳未満まで延長されていますので、母子健康手帳を
確認して接種してください。

◦ 麻しん◦風しん（ＭＲ）
　１期対象者：１歳から２歳の誕生日の前日まで
　�２期対象者：�平成 23年４月２日〜
　　　　　　　平成24年４月１日生まれの人
　（２期の接種期間は平成30年３月 31日まで）
◦ 二種混合（ジフテリア・破傷風）
　対象者：小学６年生（13歳の誕生日の前日まで）

□　必ず母子健康手帳で接種状況を確認しましょう。
□　子どもの体調は良いですか。
□　�今日受ける予防接種について説明書を読みまし

たか。

□　母子健康手帳と問診票、保険証は持ちましたか。
□�　�予防接種には、日頃の健康状態をよく知ってい

る保護者が同伴しましょう。

□�　�風しん・水ぼうそう・おたふくかぜなどにかかっ
た場合は治癒後２～４週間程度、麻しんにかかっ
た場合は４週間程度、その他のウイルス性疾患
（突発性発疹・手足口病・伝染性紅班など）にか
かった場合は、治癒後１～２週間程度の間隔を
置いて接種しましょう。接種する前に主治医に
ご相談ください。

予防接種に行く前にチェック！
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４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い

る
人
に
、
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
を
５
月

初
め
に
送
っ
て
い
ま
す
。
納
期
限
の
５
月
31

日
㈬
ま
で
に
、
お
近
く
の
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
熊
本
県
各
広
域
本
部

な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
県
県
北
広
域
本
部
収
税
課

☎
０
９
６
８（
25
）４
１
１
５

　
税
務
署
に
提
出
す
る
税
務
関
係
書
類
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
あ
る

と
と
も
に
、
本
人
確
認
書
類
（
番
号
確
認
書

類
と
身
元
確
認
書
類
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
で
あ
れ
ば
１
枚
で
可
能
）
の
提
示
か
写
し

の
添
付
が
必
要
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎（
44
）２
１
８
１

　
平
成
29
年
３
月
31
日
に
オ
フ
ト
ー
ク
通
信

サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
利

用
さ
れ
て
い
た
ご
家
庭
の
オ
フ
ト
ー
ク
機
器

な
ど
は
、
市
で
撤
去
し
ま
す
。
撤
去
の
時
期

は
、
６
月
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、
詳

細
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

撤
去
の
前
に
は
、
必
ず
本
紙
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
お
知
ら
せ
す
る
前
に
ご
自
宅
を
訪

問
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
電
話
事
業
者
の
工
事
な
ど
で
オ
フ

ト
ー
ク
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
電
子
音
が
流
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
オ
フ
ト
ー
ク
の
音
量

を
下
げ
る
か
、
電
源
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
情
報
シ
ス
テ
ム
広
報
課
☎（
43
）１
１
１
８

自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に
！

税
務
関
係
書
類
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す

オ
フ
ト
ー
ク

宅
内
機
器
な
ど
の
撤
去

お 知
せら

お 知
せら

お 知
せら

　
春
は
野
鳥
の
繁
殖
期
で
す
。
巣
立
ち
し
た

ヒ
ナ
が
落
ち
て
い
て
も
、
親
鳥
が
世
話
を
し
ま

す
の
で
拾
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

県
で
は
5
月
10
日
㈬
か
ら
の
１
カ
月
間
を

指
導
取
締
強
化
月
間
と
定
め
、
違
法
捕
獲
な

ど
の
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
野
生
鳥

獣
や
鳥
類
の
卵
の
捕
獲
や
殺
傷
、
採
取
は
、

許
可
を
受
け
た
人
以
外
は
法
律
に
よ
り
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
ジ
ロ
・
ホ
オ
ジ
ロ
な
ど
の
愛
が
ん
飼
養

目
的
の
捕
獲
は
、
鳥
獣
の
乱
獲
を
助
長
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
許
可
し
て
い
ま
せ

ん
。

問
農
林
整
備
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
７
１

　

県
北
広
域
本
部
鹿
本
地
域
振
興
局
林
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
44
）２
１
３
５

繁
殖
期
の
野
鳥
保
護
お
よ
び

指
導
取
締
強
化
月
間

お 知
せら

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
固
定
資
産
税
（
第
１
期
）

◦�
軽
自
動
車
税
（
全
期
）

◦�

納
期
限　
５
月
31
日
㈬
（
軽
自
動
車
税
の

口
座
振
替
日
は
５
月
22
日
㈪
）

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　
５
月
22
日
㈪
～
26
日
㈮
、

29
日
㈪
～
31
日
㈬

　

午
後
５
時
半
～
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　
５
月
28
日
㈰

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◦
場
所
　
市
役
所
１
階
税
務
課 

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。
す
で
に

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
口
座
の
残

高
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
に
限
り
、
納
期

限
ま
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
納
付
書
の
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎（
43
）１
１
４
４

　

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
請
で
減
免
さ
れ

ま
す
。
税
務
課
か
各
市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施

行
に
伴
い
、
手
続
き
に
は
個
人
番
号
の
提
示

か
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

【
固
定
資
産
税
】

◦ 

公
益
の
た
め
に
専
用
さ
れ
て
い
る
固
定
資

産
を
有
す
る
人
（
有
料
使
用
を
除
く
）

◦ 

生
活
の
扶
助
受
給
者
（
要
証
明
書
）

◦ 

必
要
書
類
　
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）、
運
転

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
の

減
免
は
申
請
が
必
要
で
す

お 知
せら

免
許
証
な
ど

◦ 

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈬

【
軽
自
動
車
税
】

①
療
育
手
帳
の
障
害
程
度
が
「
Ａ
」
の
人

② 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
等
級
が

「
１
級
」
の
人

③ 

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
主
に

　
「
３
級
」
以
上
の
人

④ 

戦
傷
病
者
手
帳
の
障
害
程
度
が
主
に

　
「
３
項
症
、
３
款
症
」
以
上
の
人

※ 

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
④
戦
傷
病
者
手
帳

に
つ
い
て
は
、
障
害
の
種
類
に
よ
り
減
免

の
対
象
と
な
る
等
級
が
異
な
り
ま
す
。

◦ 

必
要
書
類

◦
昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
な
い
人

　
　

 

身
体
障
害
者
等
継
続
申
請
書
（
郵
送

可
）、
印
か
ん
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
（
通

知
カ
ー
ド
）

◦ 

昨
年
度
の
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
人
や

初
め
て
申
請
す
る
人

　
　

 

各
種
障
害
者
手
帳
、
自
動
車
検
査
証
、

運
転
免
許
証
、
納
税
通
知
書
、
印
か
ん
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

◦ 

申
請
期
限
　
５
月
31
日
㈬

問
税
務
課
固
定
資
産
税
係
☎（
43
）１
１
２
１

　

税
務
課
市
民
税
係　
　

☎（
43
）１
１
２
０
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●島
し ま

己
い け い

兮氏と蚕
かいこ

神社
　鹿央町下米野地区の県道沿いに「蚕神社」があるこ
とをご存じでしょうか。今回はこの神社に祭られてい
る島己兮氏と熊本の養

よ う

蚕
さ ん

業
ぎょう

の起源について掲載しま
す。
　さかのぼること 250 年余り前、肥後細川藩は６代
重
し げ

賢
か た

公が治めていた頃のことです。名君として名高い
重賢公ですが、1747 年に藩主となった当時は、相次
ぐ凶作などにより、藩財政は大変な窮

きゅう

乏
ぼ う

ぶりでした。
　そのような中、重賢公は宝

ほ う

暦
れ き

の改革と呼ばれる藩政
改革に着手しました。この改革は質

し っ

素
そ

倹
け ん

約
や く

を奨励する
と同時に、新たな産業の育成を行うものでした。この
産業奨励策の一つが養蚕業の振興で、その中で中心的
な役割を担ったのが、現在の鹿央町米野に住んでいた
島氏です。
　島氏はもともと我流で蚕を飼い、絹を織っていまし
たが、重賢公の命を受けて、当時養蚕が盛んであった
近
お う み

江国（滋賀県）に赴
おもむ

き、養蚕技術を学びました。そ
こで学んだ技術を持ち帰ると、藩の養蚕振興の主任と
して藩内各地で指導して回るとともに養蚕と桑栽培に

関する教科書を書き上げました。このような島氏の努
力により、肥後細川藩では養蚕が主要産業となり、明
治以降、鹿本町出身で近代養蚕の父とたたえられる長
野濬

しゅん

平
ぺ い

氏の登場を経て、熊本が養蚕製糸業の一大拠点
となっていったのです。
　この島氏の偉業をたたえ祭られているのが、蚕神社
です。今も地域の方々が大事に管理され、時を超えて
山鹿の養蚕業を見守っているのではないでしょうか。

※ 新シルク蚕業構想の情報は、次の WEB サイトでも
発信しています。ぜひご覧ください。

　http://www.silk-on-valley-yamaga.jp/

写真左手前が島氏の墓。右側の建物が蚕神社

　プロジェクトレポート�⑧
問農業振興課　☎ (43)1556

　
農
作
物
被
害
な
ど
を
防
止
す
る
た
め
、
県

猟
友
会
山
鹿
支
部
の
捕
獲
隊
が
、
イ
ノ
シ
シ

や
カ
ラ
ス
な
ど
の
駆
除
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
山
に
入
る
と
き
は
目
立
つ
服
装
や
音
の

鳴
る
物
を
携
行
し
、
で
き
る
だ
け
１
人
で
は

歩
か
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
整
備
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
７
１

山
に
入
る
と
き
は

目
立
つ
服
装
で

お 知
せら

　

平
成
29
年
６
月
１
日
を
調

査
日
と
し
て
、
統
計
法
に
基

づ
く
２
つ
の
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
る
と
こ
ろ
へ
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 

工
業
統
計
調
査　
調
査
対
象
：
市
内
の
工

業
（
製
造
業
）
を
営
む
す
べ
て
の
事
業
所

　

 

経
済
産
業
省
が
実
施
。
わ
が
国
の
工
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域

振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ

ま
す
。

② 

国
民
生
活
基
礎
調
査　
調
査
対
象
：
山
鹿

市
久
原
（
霊
仙
区
）
の
一
部
の
世
帯

　

 

厚
生
労
働
省
が
実
施
。
保
健
、
医
療
、
福

祉
、
年
金
、
所
得
な
ど
国
民
生
活
の
基
礎

的
事
項
を
調
査
し
、
厚
生
労
働
行
政
の
企

画
や
運
営
に
必
要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

問 

総
務
課
統
計
係　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

統
計
調
査
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

お 知
せら

　
本
市
の
経
営
改
革
の
指
針
で
あ
る
第
３
次

山
鹿
市
行
政
改
革
大
綱
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大
綱

と
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
33
年

度
ま
で
の
５
年
間
を
取
り
組
み
の
推
進
期
間

と
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
度
、
山
鹿
市
行
政
改
革
推
進
本
部
を

中
心
に
※

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
進
捗

管
理
を
行
い
ま
す
。
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
た

取
り
組
み
項
目
の
う
ち
、
具
体
的
な
成
果
指

標
や
目
標
値
の
設
定
が
可
能
な
項
目
は
数
値

目
標
を
掲
げ
、
数
値
に
よ
る
達
成
度
の
検
証

を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
…
計
画
（Plan

）
を
実
行

（D
o

）し
、評
価（Check

）し
て
改
善（Act

）

こ
の
４
段
階
を
繰
り
返
し
、
継
続
的
に
改
善

す
る
こ
と
。

問
総
務
課
行
政
係　
　
　

☎（
43
）１
１
１
７

第
３
次
山
鹿
市
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
ま
し
た

お 知
せら
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〈 

有
料
広
告 

〉

剪定・消毒・除草・農作業・福祉家事援助サービス・障子等張り替え作業
空地、空き家管理等はお任せください！

※シルバー派遣事業についてもご相談ください。

　５月 10 日㈬・24 日㈬　午前 10 時～
　６月 14 日㈬・28 日㈬　午前 10 時～
センターにて新入会員説明会を開催します。

【お問い合わせ先】
　  （公社）山鹿市シルバー人材センター
　〒861ｰ0501　山鹿市山鹿 402-8
　☎0968ｰ44ｰ1850

シルバー会員募集中！

　

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
５
月
15
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ 
場
所
　
熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
　
　
　

山
鹿
支
部
（
山
鹿
２
８
０
番
地
）

◦ 
相
談
内
容
　
民
事
・
刑
事
の
法
律
問
題
、

破
産
問
題
、
離
婚
・
相
続
な
ど
の
問
題
、

登
記
、
人
権
問
題
な
ど

◦ 

相
談
担
当
者
　
弁
護
士
、
民
事
・
家
事
調

停
委
員
、
法
務
局
職
員

問 

熊
本
地
方
・
家
庭
裁
判
所
山
鹿
支
部

☎（
44
）５
１
４
１

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相 談相 談

　

行
政
に
関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◦ 

日
時
　
５
月
26
日
㈮

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所
　
市
役
所
４
階
４
０
２
会
議
室

◦ 

相
談
員
　
行
政
評
価
事
務
所
職
員

　
　
　
　
　

行
政
相
談
委
員

【
行
政
相
談
委
員
】（
敬
称
略
）

山
鹿
地
区　

島
田　

裕ひ
ろ

子こ

☎（
44
）５
５
１
９

鹿
北
地
区　

北
原
真ま

る

み

留
美
☎（
32
）３
６
０
４

菊
鹿
地
区　

德
丸　
　

章あ
き
ら

☎（
48
）２
０
１
４

鹿
本
地
区　

森
本　

弘ひ
ろ

毅き

☎（
46
）２
６
８
２

鹿
央
地
区　

前
田　

泰や
す
ひ
で秀
☎（
36
）３
５
４
１

問
熊
本
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
９
６（
３
２
４
）１
６
６
２

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

相 談

小
規
模
工
事
等
契
約
希
望
者
登

録
申
請
書
の
随
時
受
け
付
け

　

山
鹿
市
が
平
成
29
・
30
年
度
に
行
う
小
規

模
な
工
事
お
よ
び
修
繕
（
工
事
な
ど
の
予
定

価
格
が
50
万
円
以
下
）
の
見
積
り
に
参
加
を

希
望
す
る
事
業
者
の
登
録
制
度
で
す
。

　

今
回
は
特
例
と
し
て
、
随
時
、
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
が
、
次
の
人
は
申
請
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦ 

申
請
で
き
な
い
人

　

① 

成
年
被
後
見
人
も
し
く
は
被
保
佐
人
ま

た
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
人

　

② 

市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は
住
所
を

有
し
な
い
人

　

③ 

山
鹿
市
の
競
争
入
札
参
加
資
格
者
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

　

④
市
税
に
未
納
が
あ
る
人

　

⑤ 

そ
の
他
契
約
の
相
手
方
と
し
て
不
適
当

と
認
め
ら
れ
る
人

◦ 

登
録
で
き
る
業
種
　
建
設
業
法
に
掲
げ
る

29
業
種
の
う
ち
、
３
業
種
ま
で

◦ 

受
付
期
間　
４
月
７
日
㈮
（
山
鹿
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
）
～
平
成
31
年
１
月

31
日
㈭

◦ 

受
付
時
間
　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

◦ 

受
付
場
所
　
市
役
所
３
階　

防
災
監
理
課

◦ 

提
出
書
類

　

① 

小
規
模
工
事
等
契
約
事
業
者
登
録
申
請

書

　

② 

法
人
事
業
者
は
登
記
簿
謄
本
、
個
人
事

業
者
は
住
民
票

　

③ 

登
録
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必

要
な
資
格
、
許
可
な
ど
が
必
要
な
場
合

は
、
当
該
資
格
、
許
可
な
ど
を
証
明
す

お 知
せら

る
書
類
の
写
し

　

④ 

市
税
に
未
納
が
な
い
旨
の
証
明
書
（
納

税
証
明
書
）

※ 

①
の
申
請
書
様
式
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
防
災
監
理
課

監
理
契
約
係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

◦ 

提
出
方
法　
申
請
書
は
、
平
日
の
受
付
時

間
内
に
、
防
災
監
理
課
へ
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

問
防
災
監
理
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
１
3

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
た
日
で
す
。
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦ 

日
時
　
６
月
１
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◦ 

場
所
　

　

  

山
鹿
地
区　

山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

鹿
北
地
区　

鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

　

菊
鹿
地
区　

菊
鹿
市
民
セ
ン
タ
ー

　

鹿
本
地
区　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー

　

鹿
央
地
区　

鹿
央
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

◦ 

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問 

法
務
局
山
鹿
支
局　
　

☎（
44
）２
４
１
１

　

人
権
啓
発
課　
　
　
　

☎（
43
）１
１
９
９

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
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〉 ありはら石材
〒861ｰ0535　山鹿市南島 865ｰ1

44-5248御先祖様を大切に

お盆セール

総
合
石
材
商
社
認
定

安 

心 

店

TEL

78万円(税別)

山鹿市民歩こう運動
　平成29年度が始まり１カ月がたちました。皆さんの生活も、慌た
だしい時期から少し落ち着いてきたのではないでしょうか。
　５月は新緑の季節。山鹿市が勧めている「歩く」ことを始めるとて
もいい季節です。爽やかな風が吹く中で、周りの花々やきれいな緑を
楽しみながら、まずは "続けて 10分歩く "ことから始めましょう。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
簡
単
に
で
き
る
運
動
と

は
い
え
、
体
調
や
天
候
次
第
で
は
体
に
ス
ト

レ
ス
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
安

全
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
た
め
の
注
意

点
に
注
目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
準
備
運
動
は
し
っ
か
り
と

　

い
く
ら
簡
単
に
で
き
る
と
は
い
え
、
つ
ま

ず
い
た
り
転
ん
だ
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
け
が
を
予
防
す
る
上
で
も
準
備
運
動
は

大
切
で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
で
体
を
慣
ら
し
て

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
補
給
は
こ
ま
め
に

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
前
に
軽
く
補
給

し
、
運
動
後
も
し
っ
か
り
と
水
分
補
給
し
て

く
だ
さ
い
。「
喉
の
渇
き
を
感
じ
な
い
状
態
」

を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か
ら
暑
く

な
り
ま
す
の
で
、
熱
中
症
予
防
に
は
「
喉
が

渇
く
前
に
飲
む
！
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
自
分
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
ま
し
ょ
う

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続
け
る
こ
と
は
重
要
で

す
が
、
体
調
や
天
候
不
良
な
ど
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
向
い
て
い
な
い
と
き
に
は
思
い
切
っ

て
休
む
こ
と
も
必
要
で
す
。
複
数
の
人
と
一

緒
に
歩
く
場
合
に
も
、
自
分
の
ペ
ー
ス
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

●
歩
き
や
す
い
シ
ュ
ー
ズ
を

　

長
時
間
履
き
続
け
て
も
疲
れ
に
く
い
よ
う

に
、
軽
く
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
が
あ
る
物
で
、

自
分
の
足
の
サ
イ
ズ
や
形
に
合
っ
た
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

●
服
装
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
吸き

ゅ
う

汗か
ん

性せ
い

や
速そ

っ

乾か
ん

性せ
い

、
保ほ

湿し
つ

性せ
い

な
ど
、
そ
の
季
節
に
合
う
「
快

適
さ
」
を
備
え
た
も
の
を
身
に
付
け
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
運
動
前
は
寒
く
て
も
、
歩
い

て
い
る
う
ち
に
汗
を
か
く
こ
と
も
多
い
の

で
、
着
脱
し
や
す
い
軽
い
上
着
な
ど
、
体
温

調
整
が
で
き
る
服
装
な
ど
を
効
果
的
に
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　

歩
く
こ
と
で
脳
の
細
胞
が
活
性
化
さ
れ
ま

す
。
楽
し
い
こ
と
や
好
き
な
こ
と
を
あ
れ
こ

れ
考
え
な
が
ら
歩
い
た
り
、
た
ま
に
は
気
の

合
う
友
人
と
一
緒
に
歩
い
た
り
、
周
り
の
景

色
に
目
を
向
け
た
り
し
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

山
鹿
市
民
歩
こ
う
運
動

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
健
康
の
は
じ
め
の
一
歩
は
歩
き
か
ら
」

「
歩
く
た
び
新
た
な
発
見
！
心
も
か
ら
だ

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

問健康増進課　☎（43）0050
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〒861-0552
熊本県山鹿市杉字寺の前 756-1
杉の子保育園内

火曜日、木曜日と土曜日午後のレッスンに若干数名募集しています。ぜひ、ご連絡ください！

Aiko Tran Huy Tran

 080-3886-4780

杉の子保育園内

日輪寺

www.language-kitchen.com

当教室は、文部科学省が奨励する CALL システム
（Computer Assisted Language Learning：コンピューターを使った言語学習法）
や総務省奨励の ICT システム

（Information and Communication Technology：情報と交流テクノロジー）等、
最新のシステムを取り入れてレッスンを行っている山鹿市で唯一の英語教室です。

トラン 愛子 トラン ウィ 山鹿の英語教室山鹿の英語教室

講習名 講習期間 時間 会場 申込期限

介護福祉士実務者研修 +
介護福祉士受験対策講座

［自宅学習も必要となります］

６月９日㈮〜 11 月 24 日㈮
毎週金曜日（全 20 回）
※ ７月７日㈮、８月11 日㈷、９月１日㈮、

10 月６日㈮、11 月10 日㈮は休み

午前９時

〜

午後４時

熊本県総合
福祉センター

（熊本市中央区）
５月12 日㈮

６月 13 日㈫〜 11 月 28 日㈫
毎週火曜日（全 20 回）
※７月４日㈫、８月 15 日㈫、９月５日㈫、
10 月３日㈫、11 月７日㈫は休み

午前９時

〜

午後４時

本渡地区公民館
（天草市） ５月12 日㈮

介護支援専門員受験準備講習会
※ 平成 29 年度本試験の受験を予

定している人

８月 11 日㈷〜９月１日㈮
毎週金曜日（全４回）

午前９時半

〜

午後３時半

熊本県総合
福祉センター

（熊本市中央区）
６月30 日㈮

８月８日㈫〜８月29 日㈫
毎週火曜日（全４回）

午前９時半
～

午後３時半

本渡地区公民館
（天草市） ６月30 日㈮

ひとり親家庭のお母さん、お父さんなどのための就業支援講習会

働く上で必要な資格を身に付けたい人のための講習会です。
◦対象者　�ひとり親家庭のお母さん、お父さん、寡婦の人で、技能・資格取得に意欲のある人
◦�受講料　�無料（テキスト代や検定料は必要）
◦�申し込み先　福祉援護課窓口でお申し込みください。
◦ 講習一覧（定員は全て 20 人）

問 福祉援護課児童家庭係　☎ (43)0052

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
技
術
を

身
に
付
け
、
資
格
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象　
身
体
（
上
肢
・
内
部
）・
精
神
・

難
病
・
高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員　
８
人

◦ 

募
集
期
間　
５
月
15
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

◦ 

訓
練
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫

◦ 

訓
練
場
所　
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

◦ 

必
要
経
費　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
生
の
募
集

募 集
　
「
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
て
ほ
し
い
人
」

と
「
育
児
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
人
」
が
、

育
児
の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
育
児
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協

力
会
員
と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時
　
６
月
10
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時
半

◦ 

場
所
　
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

◦ 

対
象
者
　
山
鹿
市
民
（
20
人
程
度
）

◦ 

受
講
料
　
無
料

◦ 

申
込
期
限
　
５
月
31
日
㈬

　
問 

や
ま
が
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）８
８
０
０

育
児
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集

募 集
申
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お気軽にお問い合わせください。見積無料 !! 少量OK

㈲クリーン健康社 ☎０９６８(４３)６３４８
山鹿市鍋田 1507-2（ｽﾘｰ･ｱｰﾙ･ｾﾝﾀｰ内）一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第1565号

産業廃棄物収集運搬業第04300073046号
一般廃棄物処分業山鹿市指令第1566号
産業廃棄物処分業第04320073046号

Patioさん（鹿本町御宇田345－1国道 325号線
沿い）に設置しています。どなたでもご自由に
お入れください。

古紙回収ボックス設置 !!
○自分だけでは粗大ごみを出せない…
○家、部屋を整理したいが、不用品が多すぎて
　どうしたらいいか…などなど

ごみ処理何でもお任せ !!

在庫状況はお問い合わせください。
堆肥無料で差し上げます !!

　

福
祉
課
の
生
活
自

立
相
談
窓
口
（
市
役

所
１
階
９
番
窓
口
）へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

外
出
が
難
し
い
人

の
場
合
は
、相
談
員
が

訪
問
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

問
福
祉
課
生
活
自
立
相
談
窓
口

☎（
43
）１
１
６
７

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分（
平
日
の
み
）

● 

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、
失

業
期
間
が
長
く
な
り
不
安
だ

● 

生
活
に
困
っ
て
い
る
、
収
入

が
少
な
く
て
家
計
が
厳
し
い

● 

家
賃
を
払
え
な
い
、
貯
金
が

底
を
つ
い
て
し
ま
っ
た

● 
社
会
に
出
る
の
が
怖
い
　な

ど

窓口

生
活
自
立
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す

そんなときは…

【
支
援
内
容
の
例
】

●
自
立
相
談
支
援
事
業

　

専
門
知
識
を
持
っ
た
相
談
員
が
、
相
談

者
と
一
緒
に
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ

た
自
立
支
援
計
画
を
立
て
、
就
職
や
家
計

改
善
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

●
住
居
確
保
給
付
金

　

離
職
し
て
住
居
を
失
っ
た
人
に
、
一
定

期
間
、
家
賃
相
当
額
を
支
給
。
生
活
の
土

台
を
整
え
て
か
ら
、
就
職
に
向
け
た
支
援

を
行
い
ま
す
。

●
家
計
相
談
支
援
事
業

　

家
計
に
関
す
る
相
談
、
家
計
管
理
に
関

す
る
指
導
、
状
況
に
応
じ
た
支
援
計
画
の

作
成
、
必
要
に
応
じ
た
貸
し
付
け
の
紹
介

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
は
、
自
分
か
ら
助
け
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
周
り
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

相
談
窓
口
に
情
報
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

誰でも

秘密
厳守

無料

　

山
鹿
に
残
る
古
い
文
献
に
書
か
れ
て
い
る

「
く
ず
し
字
」
の
読
解
に
挑
戦
し
ま
す
。
興

味
の
あ
る
人
は
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

◦ 

日
時　
第
２
・
４
土
曜
日
（
初
回
は
５
月

13
日
㈯
）　

午
前
９
時
半
～
11
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館

◦ 

会
費　
無
料
※
別
に
資
料
代
が
必
要

◦ 

申
込
期
限　
５
月
９
日
㈫

　
問
山
鹿
市
立
博
物
館　

☎（
43
）１
１
４
５

「
山
鹿
古
文
書
の
会
」
会
員
募
集

募 集
　

訓
練
は
も
の
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
就
職

に
結
び
つ
き
や
す
い
内
容
で
す
。

◦ 

募
集
科　
①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
加
工
科
②
溶
接

施
工
技
術
科
③
建
設
機
械
科
④
設
備
保
全

サ
ー
ビ
ス
科
⑤
ビ
ル
管
理
技
術
科

◦ 

募
集
人
員　
各
科
15
人

◦ 

募
集
期
間　
５
月
１
日
㈪
～
25
日
㈭

◦ 

訓
練
説
明
会　
５
月
12
日
㈮
・
19
日
㈮

　

午
前
９
時
半
～
午
後
３
時
半

◦ 

筆
記
試
験
・
面
接
日　
６
月
２
日
㈮

◦ 

入
所
日　
７
月
４
日
㈫

◦ 

訓
練
期
間　
６
カ
月

◦ 

必
要
経
費　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
荒
尾

☎
０
９
６
８（
62
）０
１
７
９

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
礎
技
術
を

身
に
付
け
、
資
格
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

受
講
対
象　
身
体
（
上
肢
・
内
部
）・
精
神
・

難
病
・
高
次
脳
機
能

◦ 

募
集
人
員　
８
人

◦ 

募
集
期
間　
５
月
15
日
㈪
～
６
月
30
日
㈮

◦ 

訓
練
期
間　
８
月
１
日
㈫
～
10
月
31
日
㈫

◦ 

訓
練
場
所　
㈱
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ツ

◦ 

必
要
経
費　
受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教

科
書
代
な
ど
が
必
要
で
す
。

問
熊
本
県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
６（
３
７
８
）０
１
２
１

公
共
職
業
訓
練

平
成
29
年
７
月
期
生
募
集

募 集
申
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〈 

有
料
広
告 

〉
☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎修理随時受付中　

◎午前 9時～午後 6時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

◦ 

日
時
　
５
月
21
日
㈰　

午
後
１
時

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦ 

内
容
　
特
別
講
演
「
総
合
診
療
を
通
し
た

玉
名
で
の
試
み
」
熊
本
大
学
付
属
病
院
地

域
医
療
・
総
合
診
療
実
践
学
寄
附
講
座　

田
宮
貞さ

だ
ひ
ろ宏
准
教
授

　
 

文
化
講
演
「
福
田
信し

ん

卿き
ょ
う

―
産
婆
の
父
、
天

然
痘
予
防
の
普
及
者
と
山
鹿
」
山
鹿
文
化

協
会
会
長　

木
村
理り

郎ろ
う

氏

　
※
入
場
無
料

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

第
49
回
熊
本
県
医
学
検
査
学
会

市
民
公
開
講
座

催 し

◦ 

応
募
資
格　
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭

免
許
を
持
つ
人

◦ 

任
用
期
間　
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

◦ 

勤
務
場
所　
市
内
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園

◦ 

勤
務
時
間　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15

分（
勤
務
場
所
に
よ
っ
て
時
差
出
勤
あ
り
）

◦ 

賃
金　
７
１
０
０
～
８
２
０
０
円（
日
給
）

◦ 

保
険　
健
康
保
険
、
厚
生
年
金
、
雇
用
保

険
、
災
害
補
償
制
度
（
労
災
保
険
な
ど
）

◦ 

申
し
込
み
方
法　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
持
参
す
る
か
郵
送
。

◦ 

申
込
期
間　
随
時

　
問
子
ど
も
課　
　
　
　

☎（
43
）１
５
１
４

臨
時
職
員
（
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
）
募
集

募 集

　

４
㎞
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
で
ク
イ
ズ

や
課
題
に
挑
戦
し
、ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。

◦ 

日
時
　
５
月
３
日
㈷
～
７
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
受
け
付
け

◦ 

場
所
　
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
古
代
の
森
周
辺

◦ 

参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
（
自
転
車
利
用

料
は
別
に
必
要
）

◦ 

参
加
資
格
　
原
則
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
参
加

す
る
こ
と
。

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

問 

山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎（
43
）１
１
３
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
大
会

催 し

　

他
の
博
物
館
や
団
体
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
お
届
け
し
ま
す
。

◦ 

期
間
　
５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈯

◦ 

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

◦ 

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

◦ 

内
容
　
古
代
の
鏡
づ
く
り
、
こ
け
玉
づ
く

り
、
リ
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
な
ど
。
６
日
は
、

く
ま
モ
ン
と
こ
ろ
う
君
が
登
場
し
ま
す
。

※
一
部
材
料
費
が
必
要

問 

県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎（
36
）２
１
５
１

古こ

墳ふ
ん

館か
ん

へ
５
・
５
・
Ｇ
Ｏ
！

催 し
◦ 

内
容
・
日
時

◦�

赤
米
体
験
教
室
①
田
植
え
を
し
よ
う
！

　

６
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

参
加
費
（
弁
当
、
保
険
）
５
５
０
円

　

先
着
60
人

◦ 

場
所
　
県
立
装
飾
古
墳
館

※ 

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
込
期
間

５
月
２
日
㈫
～
（
月
曜
日
休
館
）

　
問 

県
立
装
飾
古
墳
館　

☎（
36
）２
１
５
１

県
立
装
飾
古
墳
館

定
期
体
験
教
室

催 し
申

申
　

菖
蒲
湯
は
邪
気
を
払
い
、
疫
病
を
除
く
も

の
と
し
て
、
古
く
か
ら
５
月
５
日
の
端
午
の

節
句
の
日
に
入
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦ 

日
時
　
５
月
５
日
㈷　

こ
ど
も
の
日

　
　
　
　
午
前
６
時
〜
午
前
０
時

◦ 

場
所
　
さ
く
ら
湯

※�

菖
蒲
は
衛
生
面
に
配
慮
し
、
あ
ら
か
じ
め

熱
湯
で
殺
菌
し
ま
す
。

※
入
湯
料
金
は
通
常
通
り
。

問 

さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎（
43
）３
３
２
６

菖し
ょ
う
ぶ蒲
湯

催 し
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〈 

有
料
広
告 

〉 ㈲石のふるかわでは時代を先取りしたコンパクト墓「軽墓
シリーズ」を開発した。お墓の機能を完璧に備え、費用が
安く管理がしやすい、事情が変われば移転も簡単にできま
す。１ｍ×１ｍの墓地に設置でき、ニューデザインの墓石は
見た目にも華があります。日本の墓文化を守りつつ、建て主
から子孫へ負担の軽いお墓を考案しました。

熊本県知事許可（般ー27）第12675号

*（０９６８）３６－９６６８*（０９６８）３６－９６６８

愛 光

（ホームページ）http://www.ishinofurukawa.co.jp

山鹿市方保田3514－1

90万円
（税別）

80万円
（税別）

５月のさくら湯休館日

５月 17日�㈬ （第３水曜日）

開催日 行　事　名 時間 料金

10 日㈬ 休館日

21 日㈰ カラオケ歌の夢舞台 日中 無料

※ 主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。な
お、各催しのチケット・主催者などのお問い合わせは、八千代
座までどうぞ　問☎ (44)4004

５月

　八千代座見学＆山鹿灯籠踊り定期公演
期日　５月１日㈪・２日㈫・４日㈷・８㈪・９日㈫・11 日㈭
　　　15 日㈪・16 日㈫・18 日㈭・22 日㈪・23 日㈫・25 ㈭・　
　　　29 日㈪・30 日㈫
時間　１日２回（午前 11 時・午後２時）
料金　大人 520 円、小中学生 260 円（団体割引あり）

チヨマツ

◦ 

日
時　
５
月
20
日
㈯　

午
後
１
時

◦ 

場
所　
山
鹿
市
立
博
物
館
研
修
室

◦ 

演
題　
「
熊
本
地
震
」
か
ら
一
年
―
そ
し

て
山
鹿
地
域
の
こ
れ
ま
で
の
地
震
活
動
―

◦ 

講
師　
阿
蘇
火
山
博
物
館
学
術
顧
問

　

須
藤
靖や

す
あ
き明

氏

◦ 

参
加
費　
無
料

　
問 

山
鹿
市
立
博
物
館　

☎（
43
）１
１
４
５

春
季
企
画
「
地
震
の
し
く
み
と

防
災
展
」
記
念
講
演
会

催 し

◦ 

日
時　
５
月
12
日
㈮　

午
前
10
時
～
正
午

◦ 

場
所　

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
玄
関

ホ
ー
ル

◦ 

内
容　
身
長
・
体
重
・
血
糖
・
体
脂
肪
測

定
、
リ
ハ
ビ
リ
・
看
護
・
栄
養
相
談
・
介

護
用
品
の
展
示
な
ど

◦ 

参
加
費　
無
料

問 

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー☎（

44
）２
１
８
５

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

催 し

申
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◦日時　５月 10 日㈬
　　　　午後１時半〜４時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ (32)3111

税務相談

◦日時　５月９日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所商工観光課
問商工観光課　☎ (43)1579

社会保険労務士労働相談

◦日時　毎週月〜金曜日
　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター☎(43)1579

消費生活相談

一人で悩まず、一度相談してみませ
んか。どの会場でも相談できます。
　相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談　午前 9 時〜正午
◦司法書士相談　午前 10 時〜正午
◦法律相談　午前 10 時〜正午

心配ごと相談定例相談
【一般】
①薬剤師　35 万円〜
②正看護師　18万円〜
③介護支援専門員　16万9,600 円〜
④歯科衛生士　20 万円
⑤管理栄養士　18 万 4,000 円〜
⑥現場事務（補助）　17 万 6,000 円〜
⑦受付・医療事務　15 万円〜
⑧機械オペレーター　
　13 万 5,000 円〜
⑨加工作業員　　16 万 7,600 円〜
⑩店舗スタッフ　17 万 400 円〜
⑪�機械・電気設備の保安業務
　18 万 7,000円〜
⑫公共下水道施設の維持管理
　14 万 8,400 円
⑬�お米の配送　15 万円〜

【パート】
①保育士　時給 975 円〜
②窓口案内アシスタント　時給 800 円
③商品管理及び販売　時給 850 円〜
④事務職　時給 750 円
⑤惣菜スタッフ　時給 720 円
⑥工場当直業務　時給 750 円
⑦�スクールバス運転手　時給 1,333 円
⑧送迎用車両の運転等　時給 750 円〜
※詳細はご来室・ご相談ください。
　すでに採用済みの場合もあります。
問 山鹿市地域職業相談室☎（43)1724

仕事の相談はお気軽に

◦�日時　５月 10 日㈬・17 日㈬・
　　　　24 日㈬・31 日㈬※要予約
　　　　午前 10 時〜午後３時
◦場所　市役所会議室
◦�持参品　本人確認書類（運転免許

証など）、代理の場合は委任状
問国保年金課　☎ (43)1576

年金出張相談

精神保健指定医に相談できます。
◦日時　５月 11 日㈭※要予約
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ (44)4121

精神保健相談
認知症に関する相談

◦日時　５月 10 日㈬・24 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ (43)1077

相談は無料で、秘密は固く守ります。
お気軽にご相談ください。

◦日時　�５月２日㈫・９日㈫・
　　　　16 日㈫・23 日㈫・30 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　市役所福祉援護課
　　　　障がい福祉係

◦日時　�５月 10 日㈬・17 日㈬・
　　　　24 日㈬・31 日㈬
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター

◦日時　５月２日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　菊鹿市民センター

◦日時　５月９日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿央市民センター

◦日時　５月 16 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿北市民センター

◦日時　 ５月 23 日㈫
　　　　午後１時半〜４時
◦場所　鹿本市民センター
問福祉援護課　☎ (43)0052

障がい者・児相談
専門の相談員が支援します。

【山鹿】
①一般相談　５月 12 日㈮
②�司法書士相談（成年後見・多重債
務・登記関係）

　５月 19 日㈮※要予約
③法律相談　５月26 日㈮※要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ (43)1134

【鹿北】
①一般相談　５月 11 日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ (32)2696

【菊鹿】
①一般相談　５月 10 日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ (48)5060

【鹿本】
①一般相談　５月９日㈫
②法律相談　５月23 日㈫※要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ (46)2206

【鹿央】
①一般相談　５月８日㈪
②�司法書士相談（登記関係）
　５月 15 日㈪※要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ (36)3811

問社会福祉協議会本所  ☎ (43)1134



オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

５
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

３日㈷ 徳永循環器科内科医院 / 上塚外科胃腸科医院 きりん薬局 / 山鹿岩下薬局

４日㈷ 山鹿回生病院 / たなか眼科医院 山鹿岩下薬局

５日㈷ 保利病院 エース薬局 / 山鹿岩下薬局

７日㈰ 東内科小児科医院 / 後藤整形外科医院 山鹿岩下薬局

14 日㈰ さがわ医院 / 前原耳鼻咽喉科医院 グリーンファーマシー / 山鹿岩下薬局

21 日㈰ 山鹿中央病院 / 大坂整形外科医院 ハニー薬局 / 山鹿岩下薬局

28 日㈰ 大坪内科呼吸器科医院 / 山鹿温泉リハビリテーション病院 山鹿岩下薬局

試合結果

オムロン19［　　�］25広島メイプルレッズ
・プレーオフ準決勝

第 41 回 日本ハンドボールリーグ　プレーオフ準決勝

ファン感謝祭が開催されます

　第 41回日本ハンドボールリーグプレーオフ準決勝が 3月
25日にアクアドームくまもとで開催されました。熊本県初
開催だった今季のプレーオフ。地元の大声援を力に優勝をつ
かみたかったのですが準決勝で敗退となりました。
　チームはこの結果を謙虚に受け止め、来シーズンに向けて
新たなスタートを切ります。

　熊本地震の影響により、昨年中止となったファン感謝祭がことしは開
催されます。
　選手と直接会話し、触れ合うことができますので、普段コートでは
見ることができない選手の笑顔や、意外な一面を発見できるいい機会で
す。当日はオムロンハンドボール部選手による出し物や、イベントなど
楽しい企画を予定しています。
　ご家族・お友達お誘い合わせのうえ、お出掛けください。
※当日は先着800人に、記念品・飲食の配布があります。

写真は前回の様子

日　時　5 月 13 日㈯　午前 11 時〜
　　　　　　　　 　　（午前 10 時半開場）
場　所　オムロン鹿陽センター体育館
駐車場　オムロン鹿陽センターグラウンド

※�駐車スペースが少ないため、乗り合わせでのご来場にご協
力をお願いします。
※�会場内は土足厳禁です。スリッパなどをご持参ください。

11-12
　8-13
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山鹿市教育委員会広報

第37号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎（４３）１６３８
E -ma i l : k soh@c i t y.
yamaga.kumamoto.jp

　

教
育
基
本
計
画
に
基
づ
く
、
今
年
度

の
事
業
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

教
育
の
充
実

●
子
ど
も
輝
き
プ
ラ
ン
事
業

　
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
園
児
・

児
童
・
生
徒
や
、
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
を
支
援
を
す
る
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
32
人
を
配
置
し
ま
す
。

　

教
育
の
相
談
や
、児
童
生
徒
と
家
族
・

学
校
・
地
域
と
の
間
に
入
り
、
い
じ
め

や
不
登
校
な
ど
の
解
消
に
向
け
た
支
援

を
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
２
人
を
配
置
し
ま
す
。

　

学
校
・
園
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

シ
ス
テ
ム
（
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊

重
し
、
共
に
学
ぶ
仕
組
み
）
構
築
を
目

指
し
ま
す
。
特
別
支
援
教
育
の
専
門
性

と
校
内
支
援
体
制
整
備
の
た
め
、
合
理

的
配
慮
協
力
員
2
人
を
配
置
し
ま
す
。

●
地
域
未
来
塾

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
、家
庭

で
の
学
習
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、学
習

習
慣
が
十
分
に
身
に
付
い
て
い
な
か
っ

た
り
す
る
中
学
生
へ
、学
校
・
家
庭
と

連
携
し
、教
員
Ο
Ｂ
な
ど
地
域
住
民
の

協
力
に
よ
り
学
習
支
援
を
行
い
ま
す
。

●
外
国
語
指
導
事
業

　
国
際
社
会
の
中
で
生
き
抜
く
力
を

身
に
付
け
る
た
め
、６
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外

国
語
指
導
助
手
）を
配
置
し
ま
す
。生
き

た
英
語
で
の
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
（
技
能
・
文
化
理
解
・

態
度
）の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
事
業

　
「
平
成
30
年
度
末
ま
で
に
、小
学
校
運

動
部
活
動
を
社
会
体
育
へ
移
行
す
る
」

と
い
う
熊
本
県
教
育
委
員
会
の
方
針
を

受
け
て
、ス
ポ
ー
ツ
環
境
整
備
運
営
委

員
会
を
設
置
し
、小
学
校
運
動
部
活
動

の
社
会
体
育
移
行
に
向
け
て
検
討
し
ま

す
。

●
子
ど
も
総
合
相
談
事
業

　

お
お
む
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の
成

長
や
発
達
、虐
待
や
暴
力
に
関
す
る
こ

と
、ひ
と
り
親
の
自
立
な
ど
の
相
談
に

応
じ
る
た
め
、専
門
機
関
と
連
携
し
て

問
題
解
決
に
努
め
る
子
ど
も
相
談
員
４

人
と
保
育
相
談
員
２
人
を
配
置
し
ま

す
。

●
病
後
児
保
育
事
業

　

病
気
回
復
期
の
お
子
さ
ん
を
預
か
る

病
後
児
保
育
室
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」が
、こ

と
し
４
月
か
ら
三
玉
保
育
園
に
新
設
さ

れ
ま
し
た
。山
鹿
保
育
園
内
の
「
あ
す

な
ろ
」に
加
え
、病
後
児
保
育
室
は
２
カ

所
と
な
り
ま
し
た
。

●
学
校
規
模
適
正
化
事
業

●�

鹿
本
地
区
３
小
学
校
（
来
民
小
、稲

田
小
、中
富
小
）の
統
合

　
現
在
の
来
民
小
の
敷
地
に
、
統
合
校

「
鹿
本
小
学
校
」
を
開
校
す
る
た
め
、

設
計
業
務
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。平
成
32
年
４
月
の
開
校
に
向
け
て
、

準
備
委
員
会
で
新
た
な
校
章
や
校
歌
、

通
学
体
制
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

● 

平
小
城
小
、三
岳
小
、八
幡
小
の
統
合

　

現
在
の
八
幡
小
の
敷
地
に
、
平
成
31

年
４
月
の
開
校
を
目
指
す
統
合
計
画
案

を
、
地
域
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
説
明

し
、統
合
に
向
け
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

●
鶴
城
中
と
山
鹿
中
の
統
合

　

平
成
31
年
４
月
に
、
鶴
城
中
を
山
鹿

中
へ
編
入
す
る
事
業
計
画
を
進
め
ま

す
。
統
合
に
向
け
て
検
討
す
る
準
備
委

員
会
で
、
新
た
な
通
学
体
制
な
ど
具
体

第
３
次
　
山
鹿
市
教
育
基
本
計
画

【
基
本
理
念
】
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　 

　
限
り
な
い
夢
を
抱
き
　
心
豊
か
に

　
　
　
　
　
　 

　
　
た
く
ま
し
く
生
き
る
人
材
の
育
成
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返
却
サ
ー
ビ
ス
が
、市
内
２
図
書
館
・

３
図
書
室
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

移
動
図
書
館
車
「
ぐ
る
り
ん
号
」は
、

自
治
公
民
館
な
ど
市
内
44
カ
所
の
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
巡
回
や
、地
域
の
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
、読
書
活
動
の

推
進
を
図
り
ま
す
。昨
年
度
に
引
き
続

き
、こ
も
れ
び
図
書
館
の
平
日
閉
館
時

間
を
試
験
的
に
19
時
ま
で
延
長
し
ま

す
。

●
生
涯
教
育
推
進
事
業

　

市
民
一
人
一
人
が
健
康
で
充
実
し
た

人
生
を
送
れ
る
よ
う
、公
民
館
講
座「
自

主
講
座
」
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

涯
学
習
講
座
を
開
設
し
ま
す
。
気
軽
に

学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
生

き
が
い
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

ラ
リ
ー
」や
「
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
貴
重
な

品
々
を
集
め
た
展
覧
会
を
行
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

●
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業　
　

●
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
事
業

　

手
軽
に
楽
し
め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

や
メ
タ
ボ
対
策
の
健
康
運
動
教
室
な
ど

を
開
催
し
、市
民
一
人
一
人
が
生
涯
を

通
じ
て
運
動
が
で
き
る
機
会
を
提
供
し

ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

各
所
で
開
催
し
、心
身
共
に
健
康
で
活

気
あ
る
地
域
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

社
会
体
育
施
設
の
環
境
整
備
を
行

い
、機
能
や
設
備
の
充
実
を
図
り
、ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
な
げ
ま
す
。

社
会
教
育
の
振
興

●
青
少
年
健
全
育
成
事
業

　
子
ど
も
た
ち
を
「
地
域
全
体
で
守

り
、育
て
る
」
の
理
念
の
も
と
「
早
ね
・

あ
い
さ
つ
・
朝
ご
は
ん
」
運
動
や
夜
間

巡
回
活
動
な
ど
を
実
施
し
、
青
少
年
の

健
全
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
社
会
や
学
校
、
そ
の
他
関
係
機

関
と
連
携
し
、
防
災
キ
ャ
ン
プ
や
立
志

の
道
を
歩
こ
う
事
業
な
ど
の
体
験
学
習

を
行
い
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

が
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
、
保
護

者
を
対
象
と
し
た
家
庭
教
育
講
座
「
親

文
化
財
保
護
活
用

●
方か

と

う

だ

保
田
東ひ

が
し

原ば
る

遺
跡
保
存
活
用
事
業

　

弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
大
規
模

な
集
落
遺
跡
「
方
保
田
東
原
遺
跡
」を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、肥

後
古
代
の
森
協
議
会
や
地
元
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
て
「
ひ
ま
わ
り
畑
で
ク
イ
ズ

の
学
び
」
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

●
国
際
交
流
事
業

　
姉
妹
都
市
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
州

ク
ー
マ
と
の
青
少
年
の
相
互
交
流
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
山
鹿
市
を
担

う
広
い
視
野
と
豊
か
な
感
性
を
備
え
た

人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
ク
ー
マ
か
ら
中
高
生
の
受

け
入
れ
事
業
を
行
い
、
学
校
で
の
交
流

活
動
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
を
通
じ

て
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
を
超
え
た
交

流
を
行
う
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人

材
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
夢
の「
と
び
ら
」を
ひ
ら
く
事
業

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
り
、

市
所
蔵
の
全
図
書
の
予
約
・
貸
し
出
し
・ 平成27年度城北高校での交流の様子

国指定重要文化財答申を受
けた方保田東原遺跡出土品

的
な
協
議
を
行
い
ま
す
。

「あいさつ・交通安全運動」の様子
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月
号

エ
コ
マ
ー
ク
認
定
の
再
生

紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

み
ど
り
を
ま
も
る

＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決
めによる漢字を使用しています（情報システム広報課）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード

応募時に３歳以下のお子さんを紹介するコーナーです。きょうだいなど複数人で写っている場合、３歳
以下のお子さんがいれば掲載できます（１人１回）。掲載を希望する人は、写真（データも可）とメッセー
ジ・住所・氏名・生年月日を書いて、山鹿市役所情報システム広報課へ郵送するか持参してください。

あ
と
が
き

★
異
動
に
な
り
「
広
報
や
ま
が
」
か

ら
卒
業
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

取
材
先
で
優
し
く
し
て
く
だ
さ
っ
た

り
、お
土
産
を
山
ほ
ど
も
ら
っ
た
り
。

思
い
返
せ
ば
、
楽
し
い
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
３
年
間
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
「
広
報
や
ま
が
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
（
千
）

♪
こ
の
た
び
広
報
係
に
配
属
に
な

り
、
取
材
や
編
集
な
ど
、
今
ま
で
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
業
務
に
毎
日
四

苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
驚
き
と
戸
惑

い
の
毎
日
で
す
が
、
分
か
り
や
す
く

楽
し
く
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な「
広

報
や
ま
が
」
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
秋
）

■人の動き
人口 125 人減りました 53,404 人
男性 58 人減りました 25,171 人
女性 67 人減りました 28,233 人
世帯数 38 世帯増えました 21,692 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,351 人
15歳〜64歳 53.1 ％ 28,346 人
65歳〜 35.0 ％ 18,707 人

３月末現在 (増減は前月末比 )

おいしか

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

鹿北地域里山暮らしいきいきネットワーク
代表　黒川幸治さん（小栗郷駅長）

鹿
北
地
域
里
山
暮
ら
し

い
き
い
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
か
ほ
く
の
ほ
っ
】

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
市
物
産
振
興
協
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。
　���

　
問
☎（
43
）４
１
１
１

道
の
駅
か
ほ
く
小
栗
郷  

☎（
32
）４
１
１
１

　
「
さ
ぁ
、
お
茶
ど
う
ぞ
」
と
、
ゆ
っ

く
り
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込

め
て
、
鹿
北
地
域
の
お
茶
と
コ
ー

ヒ
ー
の
お
店
６
店
舗
か
ら
商
品
を
集

め
た
『
か
ほ
く
の
ほ
っ
』。

　

江
戸
時
代
か
ら
の
歴
史
が
続
く
鹿

北
茶
が
、
リ
ー
フ
茶
、
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
式
、
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ
式
で
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
日
本
で
初
め
て
紅

茶
を
製
造
し
た
鹿
北
の
復
刻
紅
茶
の

テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
、
ギ
ャ
バ
ロ
ン
紅
茶

や
煎
茶
な
ど
、
７
種
類
の
ブ
レ
ン
ド

茶
の
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
、
自
家
焙
煎
し

た
コ
ー
ヒ
ー
の
ド
リ
ッ
プ
バ
ッ
グ
を

セ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。
ど
れ
も
鹿
北

自
慢
の
も
の
ば
か
り
。
Ｑ
R
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
と
、
お
い
し
い
鹿
北
茶

の
入
れ
方
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
道
の
駅
か
ほ
く
小
栗
郷
で
の

限
定
販
売
で
す
。

♡メッセージ
お姉ちゃん、いつも遊んでくれてありがとう。
これからもたくさん遊んでねっ♡

♡メッセージ
元気いっぱいの仲良しきょうだいです！

（H20.12.14 生まれ）
中央通（山鹿）

　� �うえはら　　�ののか

上原　希佳ちゃん
（H28.4.23 生まれ）

中央通（山鹿）

　� うえはら　　�すずか

上原　涼花ちゃん（H28.3.14 生まれ）
仁王堂（鹿央）

　�　まえだ　　　ゆいと

前田　結翔ちゃん

（H26.6.14 生まれ）
仁王堂（鹿央）

　� �まえだ　　　あかり

前田　陽彩ちゃん
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